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2-2. 建築仕上げ概要

2-2-1．外部仕上げ概要

屋 根 アスファルト防水、コンクリート押え、ウレタン塗膜防水改修

アスファルト防水、コンクリート押え、シート防水改修

折板、塗装

中 庭 アスファルト防水、コンクリート押え、タイル貼

外 壁 壁 ；コンクリート下地モルタル塗り、リシン吹付けの上、吹付タイル上塗り改修

中空セメント板、フッ素樹脂塗装

柱、梁；コンクリート化粧打放し、シリコン吹付けの上、フッ素樹脂クリア塗装改修

屋上手すり；有孔ＰＣ板着色塗装

庇 ・ 回 廊 床 ；防水モルタルの上、ウレタン塗膜防水改修

軒天；コンクリート打放し着色塗装の上、吹付けタイル上塗り改修

欄干；GRC成形品 フッ素樹脂クリア塗装（PC板から更新改修）

建 具 扉 ：鋼製扉、塗装 アルミ製扉 ステンレス製扉 ステンレス製自動扉

窓 ：アルミサッシ窓

軒 天 井 アルミスパンドレル ケイ酸カルシウム板、塗装

ポ ー チ 床 タイル、花崗岩 モルタル金コテ

犬 走 り 砂利敷

2-2-2．内部仕上げ概要

階 床 壁 天 井

 ビニル床タイル
 モルタル下地 塗装
 石こうボード下地 塗装

 吸音テックス
 岩綿吸音板

 ビニル床タイル
 モルタル下地 塗装
 石こうボード下地 塗装

 吸音テックス
 岩綿吸音板

 ビニル床タイル
 モルタル下地 塗装
 石こうボード下地 塗装

 コンクリート、塗装
 岩綿吸音板

 長尺ビニルシート
 （改修）

 化粧ケイカル板（改修）  岩綿吸音板

 モルタル金コテ  モルタル下地 リシン吹付
 コンクリート、リシン吹付
 木毛セメント板、塗装

 フローリング  モルタル下地 塗装  吸音テックス

 ビニル床タイル  石こうボード下地 塗装  化粧石こうボード

 じゅうたん
 ビニル床タイル

 モルタル下地 塗装
 石こうボード下地 クロス貼り

 石こうボード、リシン吹付
 石こうボード、クロス貼り

 モザイクタイル  陶器質タイル  石こうボード、リシン吹付

1
階

 ビニル床タイル
 タイルカーペット（改修）

 モルタル下地 塗装
 磁器質タイル

 岩綿吸音板

 ビニル床タイル  モルタル下地 塗装  石こうボード、リシン吹付

 コンクリート下地
 モルタル塗り

 モルタル下地 リシン吹付  石こうボード、リシン吹付

 フローリング  モルタル下地 塗装  石こうボード、リシン吹付

 モザイクタイル  陶器質タイル  バスリブ

 議場・議長室
 ロビー・廊下他

 便所Ｂ

 事務スペース・廊下

地
下
1
階

 事務スペース
 廊下他

 衛生器具室
 ２輪車保管庫他

 脱衣室

 浴室

2
階

4
階

室 名

共
通

 事務スペース
 会議室

 廊下

 階段室

 便所
 給湯室

 機械室
 変圧器室

 電話交換室

 職員厚生会事務室
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2-3．建築設備概要

2-3-1．機械設備

熱 源 設 備 吸収式冷温水機、冷却塔、温水ヒータ

空 調 方 式 セントラル方式 エアーハンドリングユニット・水冷パッケージ型空調機

ファンコイルユニット

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

換 気 設 備 第１種換気(空調機)

第３種換気(排気ファン、換気扇)

空調監視設備

給 水 引 込 前面道路埋設の公設給水本管より分岐引込み

給 水 方 式 加圧給水方式

受水槽 鋼板製一体型 54㎥ × 1基

加圧給水ポンプ 3台ローテーション １組

給 湯 設 備 浴室用 ガス給湯器(ポンプユニット一体型)

局所式 ガス給湯器、電気湯沸器

排 水 設 備 屋内 排水槽＋汚水、雑排水分流方式

屋外 汚水、雑排水分流方式

排水ポンプ 水中ポンプ、自動交互運転

湧水ポンプ 自吸式ポンプ、自動交互運転

屋外排水ポンプ 水中ポンプ、自動交互運転

衛生器具設備 洗面器 小便器 大便器 水栓類

ガ ス 設 備 都市ガス

雨水利用設備 雨水槽 ＦＲＰパネル型 4.0㎥ × 1基

消 火 設 備

空調・液面・水槽類など

操作・表示・計測、空調監視盤にて監視

屋外、屋内消火栓設備・連結送水管設備・二酸化炭素消火設備

移動式粉末消火設備・消火器設備
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2-3-2．電気設備（昇降機を含む）

受 電 方 式

受 変 電 設 備 【地下1階変圧器室】

300kVA × 1台

150kVA × 1台

300kVA × 1台

200kVA × 2台

200kVA × 1台

79.8kvar × 4台

4.79kvar × 4台

発 電 設 備 非常用 3φ3W 6,600V 375KVA  × 1基

機関；ディーゼル 燃料；軽油

通信設備用 1φ3W 200/100V 14.0KVA  × 1基

機関；ディーゼル 燃料；軽油

蓄 電 池 設 備

幹 線 設 備

動 力 設 備

電 灯 設 備

雷 保 護 設 備

昇 降 機 設 備 エレベータ

１～3号機 用 途 乗用

積 載 荷 重 750kg

定 員 最大定員11人

停 止 箇 所 地下1階～4階（5箇所停止）

熱源機器、空調ポンプ類、空調機、ファン、給排水ポンプ、消火ポンプ、

避雷突針(2基)、避雷導体式

1φ3W 210-105V 一般電灯用、非常電灯用

一般用；蛍光灯・LED灯・白熱灯、100Vコンセントほか

東京電力地中電線路より高圧引込用地中負荷開閉器（UGS）を介して引込み、

地下1階受変電設備にて受電

電気方式；3φ3W 50Hz 6.6kV 1回線

(屋内閉鎖型 受電盤・配電盤 25面)

変圧器内訳；3φ3W210V

3φ3W210V

3φ3W210V

受電遮断器；VCB 7.2kV 600A  12.5kA

1φ3W210-105V

スコット210-105V

直列リアクトル；

3φ3W 210V   一般動力用、非常動力用

500kVA × 1台

高圧進相コンデンサ；

1φ3W210-105V

昇降機等への電源供給及び配線

制御盤・電灯分電盤へ低圧電線・ケーブルで配線

一般動力・電灯配電盤よりケーブルラック、電気ダクト等を経由し、各動力

非常用蓄電池設備 サイリスタ整流器 鉛蓄電池 54セル DC100V

防災用；非常照明、通路・避難口誘導灯
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2-3-3．通信設備

構内交換設備

拡 声 設 備

時刻表示設備

誘導支援設備

視覚障害者対応音声誘導装置

テレビ共同受信設備

自動火災報知設備

総合盤 ；発信機・表示灯・地区音響装置

感知器 ；スポット型熱感知器・スポット型煙感知器

ガス漏れ表示設備

検知器 ；都市ガス用

受信機 ；10回線

増幅器；360W

MDF・電話交換機・UPS・端子盤

トイレ呼出し設備 呼出しボタン・呼出し表示器

無線型ドアホン、エレベータインターホン

非常兼業務放送 25局＋一斉

受信機 ；P型1級 60回線

親時計（水晶時計）・子時計

CATVブースタ・分配器・端子類
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類の吊り支持材の発錆は今後劣化の進行による不具合が懸念される。また、ファンコイルユニッ

な状態である。

機設備は近年安全対策に関する法改正が行われたことも有り、既存不適格となっている。

※ 既存不適格；法の改正に伴い発生した状況。違法とは異なる。但し、安全対策上放置することは
 好ましくは無いと判断する。

建築仕上げ及び建築設備共に、既存部分や改修後年数が経過している部位について、今後は更

好な状態である。しかし、竣工時からの機器類も多く残存し使用され、全体的に機能低下、汚れ、

行は機能低下を招き重篤な状況が懸念される。照明設備は順次、機器のＬＥＤ化が進行され良好

昇降機設備や自動火災報知設備では、法定点検において不具合の報告がされている。特に昇降

発錆などの経年劣化が進行している。特に機械設備では配管ヘッダ類の発錆、電気設備では幹線

ト、ファン類、配管類及び２次側ケーブル類などは竣工時からの使用で外観上では不具合は確認

建築設備では、機械設備及び電気設備の主要な機器及び器具は近年更新されており、比較的良

できないが、標準更新年数を大幅に超過していることから、機器内部及び配管内部での劣化の進

なる劣化の発生が懸念されるため、施設維持の観点から適正な修繕、更新が必要である。

空調配管ヘッダ
；竣工時の機器が使用されている

空調機外観
；竣工時の機器が使用されている

空調機内部
；内装、機器類は更新されている

ファンコイルユニット
；竣工時の機器が使用されている

給水、給湯配管
；バルブ以降の端部は更新されている

汚水、雑排水管
；竣工時の配管が使用されている

電気ダクト
；竣工時の機器が使用されている

発錆、腐食が進行している

天井内配線
；竣工後設置された配線類は支持が無く、

天井下地に荷重が負担されている

１号昇降機 制御機器
；竣工時の機器が使用されている
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■ 建築部位別劣化状況一覧

劣化状況評価凡例

Ａ；現状において不具合状況は確認されない。 当分の間修繕、更新等の改修の必要は無い。

Ｂ；劣化状況が確認される。 3～5年を目途に修繕、更新等の改修を行う必要がある。

Ｃ；異常、破損等の劣化が著しい。 早急に修繕、更新等の改修が必要と判断する。

№ 部 位 劣化度

1
 平場・立上り・笠木

 (ウレタン塗膜防水)
Ａ

2016年改修部分では、防水層に部分的な水溜りや汚れの堆積を確
認した。

Ｂ 2006年改修部分では、汚れなどの経年劣化を確認した。

 (シート防水) Ｂ
防水層に汚れなどの経年劣化、シートジョイント部に補修痕を確認
しました。議場屋外では、特に不具合は確認できない。

 (タイル貼) Ｃ タイルにひび割れ発生、汚れ及び風化などの経年劣化を確認した。

2
 笠木・防水立上り

 (人造石貼)
Ｂ

目地に植物の繁茂があり、汚れ及び風化などの経年劣化を確認し
た。

3
 庇
 (ウレタン塗膜防水)

Ｂ 塗膜に汚れなどの経年劣化を確認した。

 (防水モルタル) Ｃ
汚れ及び仕上面の経年劣化を確認した。
防水効果は期待できない。

4
 シーリング

(見切り・他)
Ｃ シーリングに表面のひび割れ、硬化を確認した。

 (中空セメント化粧板) Ｂ 特に不具合は確認できない。

 (外壁・他) Ｂ 一部で部分的なシーリングの破断を確認した。

 (建具・他) Ｃ シーリングの硬化、劣化の進行による部分消失を確認した。

5
 外壁

  (吹付タイル)
Ｂ

塗膜に汚れ及び白亜化などの経年劣化、モルタルのひび割れ及び補
修跡を確認した。

 (中空成形セメント)  Ａ 特に不具合は確認できない。

6
 柱・梁

(ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放し)
Ｃ コンクリートの膨れを確認した。

7
 軒裏
  (ｺﾝｸﾘｰﾄ打放､吹付ﾀｲﾙ)

Ｃ ひび割れ、塗装の膨れを確認した。

8
 欄干
   (GRC成形材、塗装)

Ａ 特に不具合は確認できない。

9
 手すり
  (有孔PC板、塗装)

Ｃ
塗装の剥離、コンクリートの欠損及び鉄筋の腐食を確認した。
耐震安全性が確保できない。

10
 軒天井
   (ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ)

Ｂ
パネルの軽微な腐食を確認したが、現状において重篤な劣化とは考
えない。

11
 外部建具

  (鋼製扉、塗装)
Ｂ 塗装の白亜化、扉の発錆、ガラスの割れを確認した。

 (アルミ製扉) Ｂ 摩耗などの経年劣化を確認した。

 (アルミサッシ・ガラリ) Ｂ ガラスビードの切れ、アルミの腐食が進行している。

 (ステンレス製扉) Ａ もらい錆を確認した。

 (ステンレス製窓) Ａ もらい錆を確認した。

 (ステンレス製自動扉) Ａ もらい錆を確認した。

劣 化 状 況
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№ 部 位 劣化度

12
 ネットフェンス

 (鋼製)
Ａ フェンスに軽微な発錆を確認した。

13
 タラップ

 (鋼製、塗装)
Ｂ 塗装の部分的な剥離、発錆を確認した。

14
 目隠しルーバ

(鋼板製、塗装)
Ｃ 全体に発錆、一部で発錆による欠損を確認した。

15
 丸環
 (鋼製、塗装)

Ａ 特に不具合は確認できない。

16
 耐震補強ブレース

 (鋼製、塗装)
Ａ 特に不具合は確認できない。

17
 ルーフドレン
(鋼製、樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ)

Ａ 特に不具合は確認できない。

18
 竪樋
 (鋼製、塗装)

Ａ 部分的な発錆を確認した。

19
 目隠しルーバ

 (アルミ製)
Ｃ 支柱脚部ボルトの顕著な発錆を確認した。

20
 竪樋カバー

 (アルミ製)
Ｂ アルミの腐食が進行している。

21
 側溝蓋

 (ステンレス製)
Ａ 特に不具合は確認できない。

22
 竪樋
 (樹脂製、塗装)

Ｂ 支持部に発錆を確認した。

23
 内部床

 (ビニル床タイル)
Ｂ

汚れ及び摩耗などの経年劣化、顕著な剥離及びひび割れを確認し
た。また、近年更新されている部位を確認した。

 (フローリング) Ｂ 汚れ及び摩耗などの経年劣化、部分的な剥離を確認した。

 (じゅうたん) Ｂ 汚れなどの経年劣化を確認した。

 (タイルカーペット) Ｂ 汚れなどの経年劣化を確認した。

 (タタミ) Ｂ 汚れ及び摩耗などの経年劣化を確認した。

 (長尺ビニルシート) Ａ
トイレ改修において2014年新設されている。
既存部位では軽微な汚れ及び摩耗を確認した。

 (モザイクタイル) Ｂ 汚れなどの経年劣化、部分的な浮きを確認した。

 (モルタル金コテ) Ｂ 各所にひび割れを確認したが、緊急を要する劣化ではない。

 (モルタル金コテ) Ｂ 各所にひび割れ、汚れ及び摩耗などの経年劣化を確認した。

24
 内部巾木

 (ビニル巾木)
Ｂ 汚れなどの経年劣化を確認した。

 (人造石) Ｂ 汚れなどの経年劣化、一部でひび割れを確認した。

 (木製巾木) Ｂ 汚れなどの経年劣化を確認した。

劣 化 状 況
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№ 部 位 劣化度

25
 内部壁

 (塗装)
Ｃ 漏水痕、ひび割れ及び塗装の剥離を確認した。

 (天然木練付) Ａ 特に不具合は確認できない。

 (石) Ａ 特に不具合は確認できない。

 (ビニルレザー貼り) Ａ 特に不具合は確認できない。

 (磁器質タイル) Ａ 特に不具合は確認できない。

 (ジュラク塗装) Ｂ 汚れなどの経年劣化、壁材のひび割れを確認した。

 (化粧ケイカル板) Ａ
トイレ改修において2014年新設されている。
特に不具合は確認できない。

 (陶器質タイル) Ｂ ひび割れ及び浮き、汚れなどの経年劣化を確認した。

 (リシン吹付) Ｃ 漏水痕、ひび割れ及び汚れなどの経年劣化を確認した。

 (グラスウールボード) Ｂ ボードの剥離を確認した。

26
 内部天井

 (吸音テックス)
Ｃ

天井材の脱落やひび割れ、漏水痕を確認した。また、部分的に岩綿
吸音板に改修されている。

 (岩綿吸音板) Ａ 2014年に更新されている部位では特に問題は確認できない。

Ｂ 既存部位については、汚れなどの経年劣化を確認した。

 (化粧石こうボード) Ａ
2014近年に更新されている。
特に不具合は確認できない。

 (リシン吹付) Ｃ
天井材のガタツキ、ひび割れ及び破損を確認した。また、漏水跡を
確認した。

 (塗装) Ｃ 塗装の剥離を確認した。また、近年更新されている部位がある。

 (木毛セメント板、塗装) Ｂ 汚れなどの経年劣化を確認した。

 (ビニルクロス) Ｂ 一部天井材の破損を確認した。

 (バスリブ) Ａ 汚れなどの経年劣化があるが、機能上特に問題はない。

27
 建具
 (鋼製扉、塗装)

Ｃ
一部の扉に顕著な発錆、汚れ及び摩耗などの経年劣化を確認した。
また、一部でドアクローザの故障を確認した。

 (ステンレス製扉) Ａ 特に不具合は確認できない。

 (ステンレス製自動扉) Ａ 特に不具合は確認できない。

 (木製扉、塗装) Ｂ 扉及び扉枠の損傷、汚れ及び摩耗などの経年劣化を確認した。

28
 シャッタ

 (ステンレス製)
Ａ 特に不具合は確認できない。

29
 側溝蓋
 (鋳鉄製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)

Ｂ 蓋に発錆を確認した。

劣 化 状 況
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№ 部 位 劣化度

30
 温室

 (アルミ製、鋼製)
Ｂ 柱及び梁に発錆を確認した。

31
 手すり
 (アルミ製)

Ａ 摩耗などの経年劣化を確認したが、破損状況は確認できない。

 (ステンレス製) Ａ 特に不具合は確認できない。

 (木製、鋼製) Ｂ 汚れ及び摩耗などの経年劣化を確認した。

32
 間仕切り

(ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ)
Ａ 特に不具合は確認できない。

33
 汚垂石

 (薄型陶板)
Ａ

2014年に更新されている。
特に不具合は確認できない。

34
 トイレブース

 (メラミン化粧板)
Ａ

既存部位、2014年に更新されている部位について、特に不具合は
確認できない。

35
 流し台

 (ミニキッチン)
Ａ

2014年に更新されている部位については、特に不具合は確認でき
ない。

Ｂ 既存のミニキッチン扉の破損を確認した。

36
 舗装

 (タイル舗装)
Ｃ タイルのひび割れ及び剥離、目地に植物の繁茂を確認した。

 (アスファルト舗装) Ｂ
近年更新されている。
一部で白線の摩耗を確認したが、不具合はない。

 (コンクリート舗装) Ｂ 舗装に摩耗を確認した。

Ｃ 側溝周辺部では顕著な破損を確認した。

 (点字ブロック) Ａ
特に不具合は確認できない。また、近年更新されている部位を確認
した。

 (コンクリート平板) Ｂ 舗装のガタツキ、植物の繁茂を確認した。

37
 外部床

 (タイル、花崗岩)
Ｂ ひび割れを確認したが、現状において重篤な劣化とは考えない。

 (モルタル金コテ) Ｂ
モルタルのひび割れを確認したが、現状において重篤な劣化とは考
えない。

 (砂利敷) Ａ 特に不具合は確認できない。

38
 縁石・側溝・排水溝

 (コンクリート製)
Ｂ

植物の繁茂や土砂による詰まり、汚れ及び摩耗などの経年劣化を確
認した。また、近年更新されている部位がある。

39
 花壇

 (人造石、ｺﾝｸﾘｰﾄ)
Ｂ コンクリートのひび割れを確認ししたが、機能上問題ない。

40
 桝・側溝蓋
 (鋼製グレーチング)

Ｂ 蓋に軽微な発錆を確認した。

41
 擁壁
 (コンクリート製)

Ｂ 一部でコンクリートの爆裂、鉄筋の発錆を確認した。

 (鋼製ネットフェンス) Ｂ フェンスに軽微な発錆を確認した。

42
 広場キャノピー
  (折板屋根、鋼製柱、

 塗装)
Ａ 特に不具合は確認できない。

劣 化 状 況
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№ 部 位 劣化度

43
 バックヤード駐車場屋根
  (樹脂製波板屋根、

 鋼製柱、塗装)
Ｂ

屋根に落葉の堆積、柱及び梁に発錆を確認した。樹脂製波板は
近年更新されている。

44
 駐輪場キャノピー
  (樹脂製波板屋根、

 鋼製柱、塗装)
Ｂ 柱及び梁に顕著な発錆を確認した。

45
 柵
(鋼製ネットフェンス)

Ａ 特に不具合は確認できない。

劣 化 状 況
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3-2-2．機械設備調査結果所見

認した。AC-4～6空調機では、内部改修が実施され、自動制御系を除き不具合は確認できない。

ファンコイルユニットや給排気ファン類などについても、外観上では特に不具合は確認できない

が、こちらも標準更新年数を大幅に超過している。竣工時から使用されている各種機器類におい

て、今後不具合の発生が懸念される。機能維持の観点から、計画的な更新が必要と判断する。

空調及び衛生配管・ダクト類は一部で更新され、それらは特に不具合を確認できない。未改修

自動制御設備において、竣工時から使用されている空調機の空気管によるシステムは機器類の

不具合により機能せず、改修部品の調達も困難なことから現状では手動により管理されている。

早急に電気式のシステムへの更新が必要と判断する。

熱源設備はほとんどの機器が更新されており、部分的な経年劣化が発生している程度である。

しかし、一部では新築時からの機器が使用され、ヘッダのラッキングやブロー管に塗装の劣化及

び発錆を確認した。既存機器類は標準更新年数を大幅に超過している。

特に、空調機及び給排気ファン類は竣工時からの機器が多数使用され、全体的に経年劣化を確

の既存配管やダクトでは、保温材の劣化、結露及び外面発錆を多数確認した。標準更新年数の超

渦は著しく、特に配管内部の発錆など劣化の進行は重篤と判断する。

冷温水発生器
；平成18年に更新された。不具合は確

認されない

冷温水ポンプ
；平成18年に更新された。不具合は確

認されない

冷却水配管
；竣工時の配管。内部腐食は重篤と考

える

吸気ファン
；竣工時の機器が使用されている

クーリングタワー
；平成18年に更新された。不具合は確

認されない

空調機外観
；竣工時の機器が使用されている

空調機内部
；内装、機器類は更新されている
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給水設備は二重ピット受水槽＋高架水槽方式から、地上型受水槽＋加圧給水ポンプ方式へと改

修され合せて、主配管及び主配管周囲の枝配管とも更新改修が実施されている。しかし、主配管

より分岐延伸され各階の天井内に設置された給水配管は竣工時のままで、内部劣化は重篤と判断

する。早急な改修が必要である。

水槽清掃時など槽内の水を排出する際、漏水が懸念される。修繕が望まれる。

給湯設備において、ガス給湯器や排水設備の排水ポンプは、標準更新年数を超過している。給

湯器の経年劣化、一部機器の故障を確認した。今後は更なる不具合が懸念されるため、計画的な

管理の継続が必要である。なお、トイレ改修が未実施の部位においても、給水配管の更新が行わ

受水槽ブロー管のフランジ接合部にひび割れを確認した。通常の使用では特に支障はないが、

更新が必要である。

衛生器具類に関し、近年トイレ改修が概ね実施され、特に不具合は確認できない。今後も維持

れているため、特段の問題は無い。

消火設備では、水槽及び消火ポンプは更新され、部分的な経年劣化は確認されるが、問題は無

い。その他の機器類は既存機器が多く使用され、屋外設置の機器類では塗装の劣化、発錆が著し

く、特にホース格納箱の腐食は多大である。また、消火管では補修箇所の漏水痕を確認した。標

準更新年数を大幅に超過している機器類が多く、不具合が懸念される。施設維持の観点から、計

画的更新が必要である。

受水槽
；平成21年給水システム更新に伴い

地上型に更新改修された

加圧給水ポンプ
；平成21年に新設設置された

給水管、雑排水管、汚水管
；平成21年に更新改修された

衛生陶器
；平成21年にトイレ改修と共に更

新された

給水管
；衛生陶器は既存のままだが、給

水配管は更新されている

ホース格納箱
；箱体の腐食が著しい。ホースの

経年劣化が進行している
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■ 機械設備部位別劣化状況一覧

劣化状況評価凡例

Ａ；現状において不具合状況は確認されない。 当分の間修繕、更新等の改修の必要は無い。

Ｂ；劣化状況が確認される。 3～5年を目途に修繕、更新等の改修を行う必要がある。

Ｃ；異常、破損等の劣化が著しい。 早急に修繕、更新等の改修が必要と判断する。

№ 部 位 劣化度

1  熱源設備 Ａ
多くの機器が2006年～2009年にかけて更新されている。特に不
具合は確認できない。

Ｂ

吸収式冷温水機は冷却水チューブ内面に硬質スケール付着の報告が
されている。
冷温水ポンプや温水循環ポンプにケーシング及びグランド部の発錆
を確認した。

Ｃ
一部ヘッダは竣工時から使用され、ラッキング及びブロー管に塗装
の劣化、発錆を確認した。内部の腐食が懸念される。

2  空調設備 Ａ
近年更新された空冷パッケージ型空調機では、特に不具合は確認で
きない。

Ｂ

既存機器が多く使用され、ほとんどの機器が標準更新年数を超過し
ている。空調機は内部改修が実施され、外観上では特に顕著な不具
合は確認できない。
PAC型空調機及びファンコイルユニットなどは、各所に結露及び汚
れ、発錆など全体的に経年劣化を確認した。

3  換気設備 Ｂ
既存機器が多く使用され、ほとんどの機器が標準更新年数を超過し
ている。全体的に経年劣化を確認した。
一部ファン類は更新を確認した。

4  制気口類 Ｂ
ほとんどの機器が標準更新年数を超過している。全体的に経年劣化
を確認した。
一部器具の吹出口にテープによる目貼りを確認した。

5  空調配管類 Ａ 更新された配管では、特に不具合は確認できない。

Ｂ
既存配管が使用されている部位では、保温材の劣化や結露による水
滴、外部ドレンの脱落を確認した。配管内部の劣化進行が懸念され
る。

6  ダクト類 Ｂ
外気取入ダクト外面に塗装の劣化、発錆を確認した。
全体的に保温材の経年劣化を確認した。

7  自動制御設備 Ａ
空調監視盤は2009年に更新されている。特に不具合は確認でき
ない。
更新済みの弁、センサ類についても特に不具合は確認できない。

Ｂ
屋外設置の盤の函体に塗装の劣化、発錆を確認した。また、既存の
自動制御機器類に経年劣化を確認した。

8  給水設備 Ａ
加圧給水ポンプは2008年に新設されている。特に不具合は確認で
きない。

Ｂ
受水槽は2008年に更新されている。ブロー管のフランジ接合部に
ひび割れを確認した。

9  給湯設備 Ａ
2014年,2015年に更新された瞬間式給湯器では、特に不具合は確
認できない。

Ｂ
屋外設置の浴室用給湯器に塗装の劣化を確認した。
電気湯沸器は特に顕著な不具合は確認できない。

Ｃ
各給湯器とも更新が実施されているが、ほとんどの機器が標準更新
年数を超過してる。また、一部機器の故障を確認した。

10  排水設備 Ａ
屋外排水ポンプは2010年に設置されている。目視による確認はで
きない。

Ｂ
排水ポンプは1990年に更新されている。排水槽内に設置されてい
るため、目視による確認はできないが、現状では標準更新年数を超
過している。

劣 化 状 況
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№ 部 位 劣化度

11  衛生器具類 Ａ 2001年及び2014年に更新され、特に不具合は確認できない。

12  衛生配管類 Ａ
2008年に更新されている部分については、特に不具合は確認でき
ない。

Ｃ
既存配管は、外観上では特に不具合は確認できない。配管内部の劣
化進行は重篤と判断する。

13  雨水利用設備 Ａ 雨水管は、特に不具合は確認できない。

Ｂ 雨水槽の架台及びパネルの取付ボルトに発錆を確認した。

14
 消火設備
 (水槽･ポンプ類)

Ａ
消火用補給水槽は2008年に更新されている。特に不具合は確認で
きない。

Ｂ
消火栓ポンプは2009年に更新されている。ポンプ呼水槽内面に若
干の塗装の劣化、発錆を確認した。

15
 消火設備
 (消火栓箱･配管類)

Ａ
連結送水口は2014年に更新されている。特に不具合は確認できな
い。

Ｂ

屋外･屋内消火栓箱、消防隊専用栓など既存機器類が多く使用されて
いる。ホースは2008年に更新され、外観上特に不具合は確認でき
ない。
一部消火管の補修部位に漏水痕を確認した。配管内部の劣化進行が
懸念される。

Ｃ
屋外設置のホース格納箱については塗装の劣化、底部の腐食による
貫通孔を確認した。

16
 消火設備
 (二酸化炭素消火設備)

Ｂ
噴射ヘッド、サイレン、二酸化炭素ガス管は既存だが、特に顕著な
不具合は確認できない。

Ｃ
ボンベの容器弁は2010年に交換されているが、既存機器が使用さ
れ、消防点検結果では交換推奨時期が経過しているため、改修が推
奨されている。

17
 消火設備
 (移動式粉末設備)

Ｂ
1982年、1986年及び2008年に更新されている。
標準更新年数を超過して使用されているが、消防点検結果では、不
具合は報告されていない。

劣 化 状 況
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3-2-3．電気設備調査結果所見（昇降機を含む）

雷保護設備では時期は不明だが、避雷針が増設されている。既存の避雷針の支柱に発錆を確認

受変電設備、発電設備及び直流電源設備ともに更新が実施されている。屋外設置の発電機に塗

装の劣化、発錆を確認した。また、受変電設備ではB種接地抵抗測定値の許容値超過が報告され

次LED化が実施され、更新機器については特に不具合は確認できない。標準更新年数を超過して

いる機器及び器具は機能低下が懸念されるため、施設維持の観点から計画的な更新が望まれる。

した。標準更新年数を超過しているため、更新改修が望まれる。

ている。当該各設備は庁舎機能維持のため重要な設備であり、常時適正な状態を維持する必要が

あり、計画的な修繕が必要である。

幹線・動力設備、電灯コンセント設備では、幹線及び盤類の更新や内部改修が実施されている。

既存の盤やスイッチ類及び照明器具については、全体的に経年劣化が進行し、屋外器具では発錆

を確認した。また、電気ダクト外面及び吊り支持材の発錆を確認した。照明器具については、順

昇降機設備は、3台中1台が更新され、現在1台が休止中である。既存機器は各所に経年劣化が

発生し、定期検査報告書によると機能低下が著しく、リニューアルが推奨されている。

受変電設備（屋内キュービクル）
；2008年に更新改修された

変圧器（屋内キュービクル）
；2008年に更新改修された

幹 線
；2008年に更新改修された

非常用発電機
；2008年に屋上へ移設し更新改修さ

れた

埋め込み型照明スイッチ
；竣工時の機器。経年劣化が進行

している

２号昇降機（巻上げ機）
；カゴ室を含め全面更新されている

避難口誘導灯
；改修されている

動力制御盤
；竣工時の機器。内部は改修され

ている

非常用発電機
；2008年に屋上へ移設更新改修され

た。箱体に発錆がある
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■ 電気設備部位別劣化状況一覧

劣化状況評価凡例

Ａ；現状において不具合状況は確認されない。 当分の間修繕、更新等の改修の必要は無い。

Ｂ；劣化状況が確認される。 3～5年を目途に修繕、更新等の改修を行う必要がある。

Ｃ；異常、破損等の劣化が著しい。 早急に修繕、更新等の改修が必要と判断する。

№ 部 位 劣化度

1  受変電設備 Ａ
2008年に更新されている。高圧地中負荷開閉器、屋内キュービ
クルに特に不具合は確認できまない。

Ｂ
目視では特に不具合は確認できないが、自家用電気工作物点検結
果によると、Ｂ種接地抵抗測定値が許容値を超過していると報告
されている。

2  発電設備 Ａ
2008年に燃料槽の更新、2012年に電話交換機用発電機が新設さ
れている。特に不具合は確認できない。

Ｂ
2008年に非常用発電機が更新されている。ケーシングに塗装の劣
化、発錆を確認した。

3  直流電源設備 Ａ
2008年に更新されている。
特に不具合は確認できない。

4  電気自動車設備 Ａ
近年設置されている。
特に不具合は確認できない。

5  幹線･動力設備 Ａ 近年更新されたケーブル類、動力制御盤の不具合は確認できない。

Ｂ 既存の動力制御盤については、内部改修の実施を確認した。

Ｃ
電気ダクト外面に塗装の劣化、発錆を確認した。
電気ダクト及びケーブルラックの吊り支持材各所に発錆を確認し
た。

6  ケーブル類 Ｂ
天井内のケーブル類は天井材やダクトの上に敷設され、支持がな
い。
既存ケーブルは、ケーブルの内部劣化が懸念される。

7  電灯コンセント設備 Ａ
2014年に便所系統電灯分電盤が新設されている。特に不具合は確
認できまない。

Ｂ

多くの電灯分電盤は既存設備だが、一部では内部改修の実施を確認
した。
スイッチ、コンセント類では一部コンセントプラグ周りにテープ貼
りによる補修を確認した。標準更新年数を超過して使用されてい
る。

8
 照明設備
 (一般照明)

Ａ LED照明については、特に不具合は確認できない。

Ｂ
既存器具が多く使用され、経年劣化を確認した。
屋外設置の器具に塗装の劣化、発錆を確認した。

 (非常用照明器具) Ａ
2014年に更新されている電源内蔵型器具は、特に不具合は確認で
きない。

Ｂ
外観上では特に不具合は確認できないが、既存の電源別置型器具は
標準更新年数を超過して使用されている。

 
 (誘導灯)

Ａ
2013年に更新されている。
特に不具合は確認できない。

劣 化 状 況
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№ 部 位 劣化度

9  雷保護設備 Ｂ
時期は不明だが、避雷針が新設されている。
支柱に発錆を確認した。

10  昇降機設備 Ｂ
2号機は2001年に更新されているが、各所に経年劣化を確認し
た。昇降機定期検査報告書によると、各所部品交換が必要と報告さ
れている。

Ｃ

1号機及び3号機は既存設備であり、1号機は休止中である。全体に
経年劣化を確認した。
昇降機定期検査報告書によると、機能低下のため、リニューアル推
奨が報告されている。

劣 化 状 況
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3-2-4．通信設備調査結果所見

構内交換設備・拡声設備・時刻表示設備及び誘導支援設備については、電話交換機、UPS及び

トイレ呼出しに関して近年更新されており、特に不具合は確認できないが、その他の設備及び器

具類は、標準更新年数を超過して使用されているものが多く、全体的に経年劣化を確認した。各

果によると、非常ベルの不鳴動、感知器の老朽化及び不良が報告されている。非常時において重

要な設備であり、早急に不具合部位の修繕・更新が必要である。

ガス漏れ表示設備は近年更新されている様子であり、特に不具合は確認できない。今後も維持

管理の継続が必要である。

設備とも機能低下が懸念されるため、更新が必要である。

テレビ共同受信設備では、ブースタや端子類など更新が実施されている様子であり、特に不具

合は確認できない。今後も維持管理の継続が必要である。

自動火災報知設備では受信機は更新されているが、副受信機が既存機器であり、経年劣化が進

行している。また、総合盤や感知器類については、既存設備が多く使用されている。消防点検結

ＭＤＦ
；竣工時の機器。外観上不具合は確

認できない

電話交換機
；更新されている

放送設備 アンプ
；1996年に更新されている

放送設備 スピーカー
；竣工時の機器。経年劣化が著しい

電気時計 親時計
；更新されている

電気時計
；竣工時の機器。不具合は確認され

ない

火災報知設備 受信機
；2014年に更新されている

火災報知設備 副受信機
；竣工時の機器。経年劣化が進行し

ている

トイレ呼び出し設備
；2014年に設置された。不具合は確

認されない
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■ 通信設備部位別劣化状況一覧

劣化状況評価凡例

Ａ；現状において不具合状況は確認されない。 当分の間修繕、更新等の改修の必要は無い。

Ｂ；劣化状況が確認される。 3～5年を目途に修繕、更新等の改修を行う必要がある。

Ｃ；異常、破損等の劣化が著しい。 早急に修繕、更新等の改修が必要と判断する。

№ 部 位 劣化度

1  構内交換設備 Ａ
電話交換機及びUPSは近年更新しており、特に不具合は確認でき
ない。

Ｂ
既存端子盤類は外観上では特に不具合は確認できまないが、標準更
新年数を超過している。

2  拡声設備 Ｂ

放送アンプは1996年、蓄電池は2016年に更新されている。外観
上では特に不具合は確認できない。
スピーカ及びアッテネータは既存器具であり、標準更新年数を超過
して使用され、全体的に汚れなどの経年劣化を確認した。

3  時刻表示設備 Ｂ
親時計は1987年、蓄電池は2012年に更新されている。子時計は
既存器具が使用されている。外観上では特に不具合は確認できない
が、標準更新年数を超過している。

4  誘導支援設備 Ａ
トイレ呼出しは2014年に設置されており、特に不具合は確認でき
ない。ドアホンについても近年更新されている。

Ｂ
インターホン類は一部更新されているが、既存器具については、外
観上では特に不具合は確認できないが、標準更新年数を超過してい
る。

5  テレビ共同受信設備 Ａ
ブースタは近年更新されていると思われる。また、TV端子類も時
期は不明ですが更新されている様子である。特に不具合は確認でき
ないた。

6
 自動火災報知設備
 (受信機)

Ａ 受信機は2014年に更新され、特に不具合は確認できない。

Ｂ
副受信機は、既存設備であり、函体の変退色などの経年劣化を確認
した。標準更新年数を超過している。

 (総合盤･感知器類) Ｃ

一部更新されている部位があるが、既存設備も多く使用されてい
る。屋外設置の総合盤では塗装の劣化、発錆を確認しした。
消防点検結果によると、非常ベルの不鳴動、感知器の老朽化及び不
良が報告されている。

7  ガス漏れ表示設備 Ａ 近年更新されている様子、特に不具合は確認できない。

劣 化 状 況
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年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

外 部
A
-
0
0
1

A
-
0
0
2

A
-
0
0
3

A
-
0
0
4

A
-
0
0
5

A
-
0
0
6

塔
屋

か
ら

の
雨

水
排

水
に

お
い

て
、

ド
レ

ー
ン

が
増

設
、

排
水

方
向

変
更

A
-
0
0
7

A
-
0
0
8



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 3
階

西
側

 防
水

 防
水

モ
ル

タ
ル

金
コ

テ
仕

上
2
0
0
6

1
0

2
0

Ｂ
・

塗
膜

に
汚

れ
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 庇
 ウ

レ
タ

ン
塗

膜
防

水
改

修

 3
階

東
側

 庇
 防

水
モ

ル
タ

ル
金

コ
テ

仕
上

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

防
水

モ
ル

タ
ル

は
経

年
劣

化
が

著
し

い
。

・
防

水
モ

ル
タ

ル
部

位
は

、
ウ

レ
タ

ン
塗

膜
防

水
に

よ
る

改
修

が

 屋
根

 防
水

 (
立

上
り

ス
ミ

部
)ウ

レ
タ

ン
塗

膜
防

水
改

修
2
0
1
6

0
Ａ

・
塗

膜
防

水
改

修
部

位
に

不
具

合
は

な
い

。
必

要
で

あ
る

。

 各
階

 見
切

り
 シ

ー
リ

ン
グ

2
0
0
6

1
0

1
5

Ｃ
・

シ
ー

リ
ン

グ
に

表
面

の
ひ

び
割

れ
、

硬
化

を
確

認
し

た
。

・
早

急
に

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 防
水

立
上

り
 防

水

 各
階

 防
水

 シ
ー

リ
ン

グ
2
0
0
6

1
0

1
5

Ｂ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 外
壁

 各
階

 防
水

 中
空

成
形

セ
メ

ン
ト

化
粧

板
目

地
2
0
0
3

1
3

1
5

Ｂ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 外
壁

 シ
ー

リ
ン

グ

 各
階

 防
水

 シ
ー

リ
ン

グ
2
0
0
6

1
0

1
5

Ｂ
・

一
部

で
シ

ー
リ

ン
グ

の
切

れ
を

確
認

し
た

。
・

雨
掛

か
り

部
位

で
は

な
い

た
め

、
要

観
察

。

 軒
天

井

 各
階

 防
水

 ガ
ラ

リ
・

サ
ッ

シ
外

周
2
0
0
6

1
0

1
5

Ｃ
・

シ
ー

リ
ン

グ
の

硬
化

、
劣

化
の

進
行

に
よ

る
部

分
消

失
を

確
認

し
た

。
・

早
急

に
修

繕
、

更
新

等
の

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 建
具

 シ
ー

リ
ン

グ

 各
階

 外
壁

 コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
モ

ル
タ

ル
下

地
2
0
0
6

1
0

1
5

Ｂ
・

塗
膜

に
汚

れ
及

び
白

亜
化

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。

 外
壁

 吹
付

タ
イ

ル
(再

施
工

)
・

モ
ル

タ
ル

の
ひ

び
割

れ
及

び
補

修
の

痕
跡

を
確

認
し

た
。

 各
階

 外
壁

 中
空

成
形

セ
メ

ン
ト

化
粧

板
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 外
壁

 フ
ッ

素
樹

脂
塗

装

 各
階

 柱
・

梁
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
化

粧
打

放
し

2
0
0
6

1
0

2
0

Ｃ
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
膨

れ
を

確
認

し
た

。
・

躯
体

爆
裂

防
止

の
た

め
、

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 外
壁

 フ
ッ

素
樹

脂
ク

リ
ア

―
改

修

 各
階

 軒
裏

 コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
放

し
2
0
0
6

1
0

1
5

Ｃ
・

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

・
躯

体
爆

裂
防

止
の

た
め

、
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 軒
裏

 吹
付

タ
イ

ル
・

塗
膜

の
膨

れ
を

確
認

し
た

。

 各
階

 欄
干

 G
R

C
成

形
材

2
0
0
6

1
0

2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 回
廊

 塗
装

仕
上
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A
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A
-
0
2
6

～
A
-
0
3
0

1
9
9
8

～
2
0
0
3

1
3
～
1
8

耐
震
ブ
レ
ー

ス
設
置
時
新

設
A
-
0
3
1

2
0
0
6
年
外
壁

改
修

A
-
0
3
2

2
0
0
6
年
外
壁

改
修

A
-
0
3
3

～
A
-
0
3
6

2
0
0
6
年
外
壁

改
修

A
-
0
3
7
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設 置 年
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経 年
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更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

外 部
A
-
0
1
5

A
-
0
1
6

A
-
0
1
7

A
-
0
1
8

～
A
-
0
2
0

A
-
0
2
1

A
-
0
2
2



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 各
階

 欄
干

 シ
ー

リ
ン

グ
2
0
0
6

1
0

1
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 回
廊

 目
地

防
水

 3
階

西
側

 手
す

り
 有

孔
P

C
板

2
0
0
6

1
0

2
0

Ｃ
・

塗
装

の
剥

離
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
欠

損
及

び
鉄

筋
の

腐
食

を
確

認
し

・
早

急
に

更
新

又
は

、
撤

去
が

必
要

で
あ

る
。

 屋
根

 塗
装

た
。

・
耐

震
安

全
性

が
確

保
で

き
な

い
。

 1
階

 軒
天

井
 ア

ル
ミ

ス
パ

ン
ド

レ
ル

1
9
6
9

4
7

4
0

Ｂ
・

パ
ネ

ル
の

軽
微

な
腐

食
を

確
認

し
た

が
、

現
状

に
お

い
て

重
篤

な
劣

・
要

観
察

。

 軒
天

井
化

と
は

考
え

な
い

。

 各
階

 建
具

 鋼
製

扉
1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
塗

装
の

白
亜

化
、

扉
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 外
壁

 塗
装

・
一

部
で

ガ
ラ

ス
の

割
れ

を
確

認
し

た
。

 各
階

 建
具

 ア
ル

ミ
製

扉
2
0
0
6

1
0

－
Ｂ

・
摩

耗
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 外
壁

 各
階

 建
具

 ア
ル

ミ
製

サ
ッ

シ
・

ガ
ラ

リ
1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
ガ

ラ
ス

ビ
ー

ド
の

切
れ

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
に

よ
る

補
修

が
必

要
で

あ
る

。

 外
壁

・
ア

ル
ミ

の
腐

食
が

進
行

し
て

い
る

。

 各
階

 建
具

 ス
テ

ン
レ

ス
製

扉
－

－
－

Ａ
・

ス
テ

ン
レ

ス
に

も
ら

い
錆

を
確

認
し

た
。

・
定

期
的

な
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
が

必
要

で
あ

る
。

 外
壁

 ヘ
ア

ー
ラ

イ
ン

仕
上

 各
階

 建
具

 ス
テ

ン
レ

ス
製

窓
1
9
6
9

4
7

－
Ａ

・
ス

テ
ン

レ
ス

に
も

ら
い

錆
を

確
認

し
た

。
・

定
期

的
な

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

が
必

要
で

あ
る

。

 外
壁

 ヘ
ア

ー
ラ

イ
ン

仕
上

 各
階

 建
具

 ス
テ

ン
レ

ス
製

自
動

扉
－

－
Ａ

・
ス

テ
ン

レ
ス

に
も

ら
い

錆
を

確
認

し
た

。
・

定
期

的
な

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

が
必

要
で

あ
る

。

 外
壁

 ヘ
ア

ー
ラ

イ
ン

仕
上

 塔
屋

2
階

 ネ
ッ

ト
フ

ェ
ン

ス
 鋼

製
2
0
0
9

7
Ａ

・
フ

ェ
ン

ス
に

軽
微

な
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

3
～

5
年

以
内

に
塗

装
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 機
械

置
場

 溶
融

亜
鉛

メ
ッ

キ
製

 塔
屋

2
階

 タ
ラ

ッ
プ

 鋼
製

1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

塗
装

の
部

分
的

な
剥

離
、

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 機
械

置
場

 塗
装

仕
上

 塔
屋

1
階

 目
隠

し
ル

ー
バ

 鋼
板

製
1
9
6
9

4
7

Ｃ
・

ル
ー

バ
全

体
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
早

急
に

塗
装

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 3
階

西
側

 塗
装

仕
上

・
一

部
で

顕
著

な
発

錆
に

よ
る

欠
損

を
確

認
し

た
。

 外
壁

A
-
0
4
4

39

A
-
0
4
5

A
-
0
4
6

更
新
時
期
は

不
明

A
-
0
4
7

～
A
-
0
4
9
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A
-
0
5
0

更
新
－
修
繕 5

更
新
時
期
は

不
明

A
-
0
5
1

更
新
－
修
繕 5

更
新
済
み

A
-
0
5
2

更
新
－
修
繕 8

塗
装
改
修
時

期
は
不
明

A
-
0
5
3

更
新
－
修
繕 8

塗
装
改
修
時

期
は
不
明

A
-
0
5
4

A
-
0
5
5

鎌倉市本庁舎劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

3
-
3
-
1

建
築

調
査

結
果

詳
細

 
-
3

部 位
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

外 部

2
0
0
6
年
外
壁

改
修

A
-
0
3
8

A
-
0
3
9

A
-
0
4
0

塗
装
改
修
時

期
は
不
明

A
-
0
4
1

～
A
-
0
4
3



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 3
階

東
側

 丸
環

 鋼
製

2
0
1
6

0
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 外
壁

 塗
装

仕
上

(改
修

済
)

 1
階

 耐
震

補
強

ブ
レ

ー
ス

 鋼
製

1
9
9
7

1
9

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 外
壁

 塗
装

仕
上

2
0
0
6

1
0

(
塗
装
)

 各
階

 ル
ー

フ
ド

レ
ン

 鋼
製

1
9
6
9

4
7

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 屋
根

 樹
脂

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

(改
修

済
)

2
0
1
6

1
0

 各
階

 竪
樋

 鋼
製

1
9
6
9

4
7

Ａ
・

部
分

的
な

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
3

～
5

年
以

内
に

塗
装

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 外
壁

 塗
装

仕
上

 塔
屋

2
階

 目
隠

し
ル

ー
バ

 ア
ル

ミ
型

材
電

解
発

色
品

2
0
0
9

7
4
0

Ｃ
・

支
柱

脚
部

ボ
ル

ト
に

顕
著

な
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

塗
装

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 外
壁

 支
持

部
鋼

製
(溶

融
亜

鉛
メ

ッ
キ

製
)

 各
階

 竪
樋

カ
バ

ー
 ア

ル
ミ

製
電

解
発

色
品

1
9
6
9

4
7

4
0

Ｂ
・

ア
ル

ミ
の

腐
食

が
進

行
し

て
い

る
。

・
塗

装
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 外
壁

 地
下

1
階

 ク
ツ

ヅ
リ

マ
ッ

ト
 ス

テ
ン

レ
ス

製
1
9
6
9

4
7

－
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 床  3
階

 竪
樋

 樹
脂

製
－

－
3
0

Ｂ
・

支
持

部
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 議
場

外
壁

 (
ツ

カ
ミ

金
物

)鋼
製

塗
装

仕
上

更
新
－
修
繕 8

塗
装
改
修
時

期
は
不
明

A
-
0
6
0

2
0
0
9
年
に
更

新
A
-
0
6
1
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-
3
-
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築

調
査

結
果

詳
細

 
-
4

部 位
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

外 部

更
新
－
修
繕 8

A
-
0
5
6

更
新
－
修
繕 8

1
9
9
7
年
設
置

塗
装
修
繕
は

2
0
0
6
年
に
実

施

A
-
0
5
7

更
新
－
修
繕 8

2
0
1
6
年
に
改

修
実
施

A
-
0
5
8

A
-
0
5
9



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 各
階

 床
仕

上
 ビ

ニ
ル

床
タ

イ
ル

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

及
び

摩
耗

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
・

破
損

が
著

し
い

部
位

に
つ

い
て

は
、

早
急

に
修

繕
が

必
要

で
あ

 床
・

顕
著

な
剥

離
及

び
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。
る

。

・
近

年
更

新
さ

れ
て

い
る

部
位

が
あ

る
。

 4
階

 床
仕

上
 フ

ロ
ー

リ
ン

グ
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

及
び

摩
耗

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。

 地
下

1
階

・
床

材
の

部
分

的
な

剥
離

を
確

認
し

た
。

 和
室

 2
階

 床
仕

上
 カ

ー
ペ

ッ
ト

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
・

更
新

改
修

が
望

ま
れ

る
。

 議
場

・
議

長
室

 ロ
ビ

ー
・

他

 1
階

 床
仕

上
 タ

イ
ル

カ
ー

ペ
ッ

ト
－

－
3
0

Ｂ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
・

更
新

改
修

が
望

ま
れ

る
。

 事
務

室

 地
下

1
階

 床
仕

上
 タ

タ
ミ

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

及
び

摩
耗

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
・

更
新

改
修

が
望

ま
れ

る
。

 管
財

課
車

両

 管
理

担
当

 各
階

 床
仕

上
 長

尺
ビ

ニ
ル

シ
ー

ト
2
0
1
4

2
3
0

Ａ
・

軽
微

な
汚

れ
及

び
摩

耗
を

確
認

し
た

。

 便
所

・
湯

沸
室

 2
階

 床
仕

上
 モ

ザ
イ

ク
タ

イ
ル

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
汚

れ
な

ど
の

経
年

劣
化

、
部

分
的

な
浮

き
を

確
認

し
た

。
・

他
の

便
所

と
同

様
に

改
修

が
望

ま
れ

る
。

 便
所

 み
ん

な
の

ト
イ

レ

 各
階

 床
仕

上
 モ

ル
タ

ル
金

コ
テ

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
各

所
に

ひ
び

割
れ

、
摩

耗
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
が

、
緊

急
・

要
観

察
。

 機
械

室
･
電

気
室

を
要

す
る

劣
化

で
は

な
い

。

 温
室

・
衛

生
器

具
室

 各
階

 巾
木

 ビ
ニ

ル
巾

木
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
・

要
観

察
。

 事
務

室

 廊
下

 各
階

 巾
木

 人
造

石
1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。
・

要
観

察
。

 E
L

V
ホ

ー
ル

・
汚

れ
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

 廊
下

 2
階

 巾
木

 木
製

巾
木

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
汚

れ
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
要

観
察

。

 議
場

 各
階

 壁
仕

上
 モ

ル
タ

ル
・

合
板

・
石

こ
う

ボ
ー

ド
下

地
1
9
6
9

4
7

－
Ｃ

・
漏

水
の

痕
跡

を
確

認
し

た
。

・
漏

水
痕

部
位

、
ひ

び
割

れ
部

位
の

要
観

察
。

 事
務

室
・

廊
下

 塗
装

仕
上

・
壁

材
の

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
。

 階
段

室
・

他
・

塗
装

の
剥

離
を

確
認

し
た

。
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位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

内 部

破
損

部
位

を
部

分
的

に
補

修
し

て
い

る
A
-
0
6
5

～
A
-
0
8
0

A
-
0
8
1

A
-
0
8
2

A
-
0
8
3

～
A
-
0
8
5

A
-
0
8
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は
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A
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劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 2
階

 壁
仕

上
 モ

ル
タ

ル
・

合
板

下
地

1
9
6
9

4
7

3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 議
長

室
 天

然
木

練
付

 ロ
ビ

ー
・

他

 2
階

 壁
仕

上
 自

然
石

積
み

1
9
6
9

4
7

－
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 議
場

 2
階

 壁
仕

上
 ビ

ニ
ル

レ
ザ

ー
貼

り
－

－
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 議
場

・
傍

聴
席

 1
階

 壁
仕

上
 磁

器
質

タ
イ

ル
貼

り
1
9
6
9

4
7

3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 事
務

室

 廊
下

 地
下

1
階

 壁
仕

上
 モ

ル
タ

ル
下

地
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
、

壁
材

の
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。
・

ひ
び

割
れ

部
位

の
要

観
察

。

 管
財

課
車

両
 ジ

ュ
ラ

ク
塗

装

 管
理

担
当

 各
階

 壁
仕

上
 化

粧
ケ

イ
カ

ル
板

2
0
1
4

2
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 便
所

･
湯

沸
室

 2
階

､
地

下
1

階
 壁

仕
上

 陶
器

質
タ

イ
ル

貼
り

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

タ
イ

ル
の

ひ
び

割
れ

及
び

浮
き

を
確

認
し

た
。

・
ひ

び
割

れ
部

位
の

要
観

察
。

 み
ん

な
の

ト
イ

レ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。

 浴
室

・
便

所

 各
階

 壁
仕

上
 モ

ル
タ

ル
下

地
リ

シ
ン

吹
付

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

漏
水

の
痕

跡
を

確
認

し
た

。
・

外
壁

の
改

修
が

必
要

で
あ

る

 機
械

室
・

電
気

室
・

壁
材

の
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。

 他
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。

 2
階

 壁
仕

上
 グ

ラ
ス

ウ
ー

ル
ボ

ー
ド

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

ボ
ー

ド
の

剥
離

を
確

認
し

た
。

・
再

貼
り

付
け

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 機
械

室

 4
～

2
階

 天
井

仕
上

 吸
音

テ
ッ

ク
ス

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

一
部

で
漏

水
の

痕
跡

を
確

認
し

た
。

 事
務

室
・

天
井

材
の

脱
落

、
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。

 廊
下

・
他

・
部

分
的

に
岩

綿
吸

音
板

に
改

修
さ

れ
て

い
る

。

 各
階

 天
井

仕
上

 岩
綿

吸
音

板
2
0
1
4

2
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 便
所

、
湯

沸
室

 1
階

事
務

室
 天

井
仕

上
 岩

綿
吸

音
板

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。

 2
階

廊
下

 各
階

E
L
V

ホ
ー

ル
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設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度
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状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
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明
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策

備
考

劣
化

状
況

内 部
A
-
1
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2

A
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A
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1
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A
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1
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5

A
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1
3
6

A
-
1
3
7



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 4
､
2

階
 天

井
仕

上
 化

粧
石

こ
う

ボ
ー

ド
2
0
1
4

2
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 職
員

厚
生

会
事

務
室

 便
所

・
他

 塔
屋

1
階

機
械

室
 天

井
仕

上
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
下

地
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

漏
水

の
痕

跡
を

確
認

し
た

。
・

漏
水

部
位

の
改

修
は

、
内

部
鉄

筋
保

護
の

た
め

に
も

早
急

に
必

要

 地
下

1
階

 リ
シ

ン
吹

付
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
で

あ
る

。

 書
庫

、
ボ

ン
ベ

室

 2
階

 天
井

仕
上

 石
こ

う
ボ

ー
ド

下
地

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

天
井

材
の

ガ
タ

ツ
キ

、
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。

 議
場

、
ロ

ビ
ー

 リ
シ

ン
吹

付
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。

 階
段

室

 地
下

1
階

 天
井

仕
上

 石
こ

う
ボ

ー
ド

目
透

し
貼

り
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

天
井

材
の

破
損

を
確

認
し

た
。

・
破

損
部

位
の

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 ロ
ッ

カ
ー

室
 リ

シ
ン

吹
付

・
汚

れ
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

 廊
下

な
ど

 地
下

1
階

 天
井

仕
上

 石
こ

う
ボ

ー
ド

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
下

地
－

－
3
0

Ｃ
・

塗
装

の
剥

離
を

確
認

し
た

。
・

美
観

の
問

題
の

た
め

、
改

修
対

象
か

ら
は

除
外

す
る

。

 階
段

室
Ｂ

 塗
装

仕
上

・
近

年
更

新
さ

れ
て

い
る

部
位

が
あ

る
。

 作
業

員
控

室

 地
下

1
階

 天
井

仕
上

 木
毛

セ
メ

ン
ト

板
、

塗
装

仕
上

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
・

美
観

の
問

題
の

た
め

、
改

修
対

象
か

ら
は

除
外

す
る

。

 機
械

室

 電
気

室
･
他

 2
階

 天
井

仕
上

 石
こ

う
ボ

ー
ド

下
地

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

一
部

天
井

材
の

破
損

を
確

認
し

た
。

・
特

定
天

井
の

改
修

に
合

わ
せ

た
改

修
と

す
る

。

 議
場

 ア
ク

リ
ル

リ
シ

ン
吹

付

 地
下

1
階

 天
井

仕
上

 バ
ス

リ
ブ

－
－

3
0

Ａ
・

汚
れ

な
ど

の
経

年
劣

化
が

あ
る

が
、

機
能

上
特

に
問

題
は

な
い

。

 中
･
小

浴
室

 各
階

 建
具

 鋼
製

扉
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

顕
著

な
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

建
具

金
物

の
更

新
、

塗
装

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 塗
装

仕
上

(
塗
装
)

・
ド

ア
ク

ロ
ー

ザ
の

故
障

を
確

認
し

た
。

・
汚

れ
及

び
摩

耗
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

 1
階

 建
具

 ス
テ

ン
レ

ス
製

扉
－

－
－

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 1
階

 建
具

 ス
テ

ン
レ

ス
製

自
動

扉
－

－
－

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 各
階

 建
具

 木
製

扉
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

扉
枠

及
び

扉
の

損
傷

を
確

認
し

た
。

・
機

能
維

持
の

た
め

、
金

物
の

調
整

、
塗

装
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 塗
装

・
汚

れ
及

び
摩

耗
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。
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結
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詳
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-
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部 位
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

内 部

A
-
1
8
0

～
A
-
1
8
3

A
-
1
8
4

～
A
-
1
8
7

A
-
1
8
8

～
A
-
1
9
1

A
-
1
9
2

～
A
-
1
9
5

A
-
1
9
6

A
-
1
9
7



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 各
階

 シ
ャ

ッ
タ

 ス
テ

ン
レ

ス
製

－
－

－
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 地
下

1
階

 側
溝

蓋
 鋳

鉄
製

グ
レ

ー
チ

ン
グ

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
蓋

に
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

塗
装

改
修

が
望

ま
れ

る
。

 機
械

室

 塔
屋

1
階

 温
室

 ア
ル

ミ
製

フ
レ

ー
ム

、
鋼

製
柱

梁
1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
柱

及
び

梁
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

 温
室

 階
段

室
 手

す
り

 ア
ル

ミ
製

－
－

4
0

Ａ
・

摩
耗

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

が
、

破
損

状
況

は
確

認
で

き
な

 Ａ
い

。

 階
段

室
 手

す
り

 ス
テ

ン
レ

ス
製

－
－

－
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 C
・

D

 階
段

室
 手

す
り

 木
製

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
汚

れ
及

び
摩

耗
な

ど
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
改

修
が

望
ま

れ
る

。

 Ｂ
・

E
 鋼

製
柱

(階
段

室
E

)

 各
階

 間
仕

切
り

 ア
ル

ミ
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

－
－

4
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 各
所

 一
部

扉
付

き

 各
階

 汚
垂

石
 薄

型
陶

板
2
0
1
4

2
－

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 便
所

 2
階

 ト
イ

レ
ブ

ー
ス

 合
板

フ
ラ

ッ
シ

ュ
塗

装
仕

上
げ

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
パ

ネ
ル

端
部

の
腐

食
、

塗
装

の
劣

化
が

著
し

い
。

・
更

新
改

修
が

望
ま

れ
る

。

 便
所

 各
階

 ト
イ

レ
ブ

ー
ス

 メ
ラ

ミ
ン

化
粧

板
2
0
1
4

2
－

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 便
所

 各
階

 流
し

台
 流

し
台

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

扉
の

破
損

を
確

認
し

た
。

・
流

し
台

の
更

新
が

望
ま

れ
る

。

 湯
沸

室

 各
階

 流
し

台
 流

し
台

2
0
1
4

2
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 湯
沸

室
A
-
2
3
9
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湯
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A
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2
3
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0
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2
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劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 広
場

 舗
装

 タ
イ

ル
舗

装
1
9
6
9

4
7

Ｃ
・

タ
イ

ル
の

ひ
び

割
れ

及
び

剥
離

を
確

認
、

目
地

に
植

物
の

繁
茂

を
・

剥
離

な
ど

の
破

損
部

位
は

歩
行

安
全

確
保

の
た

め
、

改
修

が
必

要

確
認

し
た

。
で

あ
る

。

 駐
車

場
 舗

装
 ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

一
部

で
摩

耗
を

確
認

し
た

が
、

不
具

合
は

な
い

。
・

安
全

確
保

の
た

め
、

白
線

の
補

修
が

望
ま

れ
る

。

 車
路

・
白

線
の

摩
耗

を
確

認
し

た
。

・
概

ね
近

年
更

新
さ

れ
て

い
る

。

 ド
ラ

イ
エ

リ
ア

 側
溝

周
辺

部
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
1
9
6
9

4
7

Ｃ
・

側
溝

周
辺

部
で

顕
著

な
破

損
を

確
認

し
た

。
・

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 車
路

 舗
装

 ド
ラ

イ
エ

リ
ア

 舗
装

 コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

舗
装

の
摩

耗
を

確
認

し
た

。
・

要
観

察
。

 車
路

 敷
地

内
 舗

装
 点

字
ブ

ロ
ッ

ク
1
9
6
9

4
7

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

ま
な

い
。

 歩
道

・
近

年
更

新
さ

れ
て

い
る

部
位

が
あ

る
。

 敷
地

内
 舗

装
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
平

板
1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

舗
装

の
ガ

タ
ツ

キ
、

植
物

の
繁

茂
を

確
認

し
た

。
・

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 歩
道

 外
構

 ポ
ー

チ
床

 タ
イ

ル
1
9
6
9

4
7

6
5

Ｂ
・

ひ
び

割
れ

を
確

認
し

た
が

、
現

状
に

お
い

て
重

篤
な

劣
化

と
は

考
え

・
要

観
察

。

 床
な

い
。

 外
構

 ポ
ー

チ
縁

石
 花

崗
岩

1
9
6
9

4
7

6
5

Ｂ
・

一
部

で
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

が
、

現
状

に
お

い
て

重
篤

な
劣

化
と

・
要

観
察

。

 床
は

考
え

な
い

。

 外
構

 ポ
ー

チ
床

 モ
ル

タ
ル

金
コ

テ
1
9
6
9

4
7

6
5

Ｂ
・

モ
ル

タ
ル

の
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

が
、

現
状

に
お

い
て

重
篤

な
劣

・
要

観
察

。

 床
化

と
は

考
え

な
い

。

 外
構

 犬
走

り
 砂

利
敷

1
9
6
9

4
7

－
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 床

 敷
地

内
 縁

石
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

縁
石

1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

植
物

の
繁

茂
、

土
砂

に
よ

る
詰

ま
り

を
確

認
し

た
。

・
機

能
維

持
の

た
め

、
清

掃
が

必
要

で
あ

る
。

 側
溝

 コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
側

溝
・

汚
れ

及
び

摩
耗

な
ど

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。

 排
水

溝
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

排
水

溝
・

近
年

更
新

さ
れ

て
い

る
部

位
が

あ
り

る
。

 敷
地

内
 花

壇
 人

造
石

(天
端

)
1
9
6
9

4
7

Ａ
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。

 コ
ン

ク
リ

ー
ト

(立
上

り
)

更
新
－
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繕
1
0

A
-
2
5
8
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年
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状
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明



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 敷
地

内
 ま

す
・

側
溝

蓋
 鋳

鉄
製

グ
レ

ー
チ

ン
グ

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
蓋

に
軽

微
な

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
改

修
が

望
ま

れ
る

。

 ド
ラ

イ
エ

リ
ア

 擁
壁

 コ
ン

ク
リ

ー
ト

下
地

1
9
6
9

4
7

－
Ｂ

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

爆
裂

、
一

部
で

鉄
筋

の
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
補

修
が

必
要

で
あ

る
。

 車
路

 ア
ク

リ
ル

リ
シ

ン
吹

付

 敷
地

周
り

 擁
壁

 鋼
製

ネ
ッ

ト
フ

ェ
ン

ス
1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

フ
ェ

ン
ス

に
軽

微
な

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
塗

装
改

修
が

望
ま

れ
る

。

 広
場

 キ
ャ

ノ
ピ

ー
 折

板
屋

根
－

－
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 鋼
製

柱
、

塗
装

 軒
裏

ケ
イ

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

板
、

塗
装

 ド
ラ

イ
エ

リ
ア

 駐
車

場
屋

根
 樹

脂
製

波
板

屋
根

1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

屋
根

に
落

葉
の

堆
積

、
柱

及
び

梁
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
鉄

部
の

再
塗

装
が

必
要

で
あ

る
。

 鋼
製

柱
、

塗
装

－
－

・
樹

脂
製

波
板

は
近

年
更

新
さ

れ
た

様
子

で
あ

る
。

(
波
板
)

 駐
輪

場
 キ

ャ
ノ

ピ
ー

 樹
脂

製
波

板
屋

根
1
9
6
9

4
7

Ｂ
・

柱
及

び
梁

に
顕

著
な

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
鉄

部
の

塗
装

改
修

が
必

要
で

あ
る

。

 鋼
製

柱
、

塗
装

 受
水

槽
置

場
 フ

ェ
ン

ス
 鋼

製
ネ

ッ
ト

フ
ェ

ン
ス

2
0
0
9

7
－

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。
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外 構
A
-
2
5
9

A
-
2
6
0

A
-
2
6
1

A
-
2
6
2

更
新
－
修
繕 5

A
-
2
6
3

A
-
2
6
4

更
新
－
修
繕 5

A
-
2
6
5

更
新
－
修
繕 5

対
策

備
考

劣
化

状
況

鎌倉市本庁舎 劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

A
-
2
6
6

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

過 数

経 年

3
-
3
-
1

建
築

調
査

結
果

詳
細

 
-
1
0

部 位
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 地
下

1
階

 R
H

-
1

-
1

,2
 ガ

ス
直

焚
き

吸
収

式
2
0
0
6

1
0

2
0

Ｂ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。
・

計
画

的
な

点
検

整
備

が
望

ま
れ

る
。

 機
械

室
 吸

収
式

冷
温

水
機

 2
0

0
U

S
R

T

 冷
凍

能
力

；
7

0
4

k
W

暖
房

能
力

；
5

8
8

k
W

 地
下

1
階

 C
T

-
1

 角
型

開
放

式
2
0
0
6

1
0

1
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

室
 冷

却
塔

 冷
却

能
力

；
2

,6
8

6
k
W

循
環

水
量

；
7

,0
0

0
L

/
m

in

 5
.5

k
W

×
3

 地
下

1
階

 B
H

-
1

,2
 鋼

板
製

無
圧

式
2
0
0
6

1
0

3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

室
 温

水
ヒ

ー
タ

 出
力

；
1

7
4

k
W

缶
水

量
；

1
8

0
L

 伝
熱

面
積

；
2

.9
㎡

 地
下

1
階

 P
C

D
-
1

-
1

,2
 片

吸
込

渦
巻

型
2
0
0
6

1
0

2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

室
 冷

却
水

ポ
ン

プ
 1

5
0

φ
×

1
2

5
φ

×
3

,3
3

3
㎥

/
m

in
×

3
5

0
k
P

a

 3
7

.0
k
W

 地
下

1
階

 P
C

H
-
1

-
1

,2
 片

吸
込

渦
巻

型
2
0
0
6

1
0

2
0

Ｂ
・

ケ
ー

シ
ン

グ
に

結
露

に
よ

る
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

3
～

5
年

を
目

途
に

塗
装

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 機
械

室
 冷

温
水

ポ
ン

プ
 1

2
5

φ
×

1
0

0
φ

×
2

,0
1

6
㎥

/
m

in
×

3
5

0
k
P

a

 1
8

.0
k
W

 地
下

1
階

 P
H

-
1

-
1

,2
 片

吸
込

渦
巻

型
2
0
0
9

7
2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

室
 温

水
循

環
ポ

ン
プ

 3
2

φ
×

3
2

φ
×

8
5
㎥

/
m

in
×

1
8

0
k
P

a

 0
.7

5
k
W

 2
階

 P
-
9

 片
吸

込
渦

巻
型

－
－

2
0

Ｂ
・

グ
ラ

ン
ド

部
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
パ

ッ
キ

ン
押

え
の

交
換

や
塗

装
修

繕
が

必
要

で
あ

る
。

 機
械

室
 温

水
循

環
ポ

ン
プ

 6
5

φ
×

3
5

0
㎥

/
m

in
×

1
5

0
k
P

a

 （
議

場
床

暖
房

用
）

 2
.2

k
W

 地
下

1
階

 H
-
2

,3
 配

管
用

炭
素

鋼
鋼

管
製

1
9
6
9

4
7

2
0

Ｃ
・

ラ
ッ

キ
ン

グ
に

結
露

に
よ

る
塗

装
の

劣
化

、
ブ

ロ
ー

管
及

び
支

持
材

・
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

 機
械

室
 冷

温
水

(往
)ヘ

ッ
ダ

 3
0

0
φ

の
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

内
部

の
詳

細
調

査
が

望
ま

れ
る

。

 冷
温

水
(還

)ヘ
ッ

ダ
・

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
お

り
、

内
部

の
腐

食
が

懸
念

さ
れ

る
。

 地
下

1
階

 H
C

H
S

-
1

、
H

C
H

R
-
1

 配
管

用
炭

素
鋼

鋼
管

製
2
0
0
6

1
0

2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

室
 冷

温
水

(往
)ヘ

ッ
ダ

 3
3

9
.8

φ
×

3
,0

0
0

L

 冷
温

水
(還

)ヘ
ッ

ダ

 地
下

1
階

 T
E

-
1

 鋼
板

製
密

閉
式

2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

室
 膨

張
タ

ン
ク

 膨
張

水
量

；
1

8
4

L
容

量
；

1
,0

0
0

L

 2
階

 T
E

-
1

 鋼
板

製
密

閉
式

2
0
0
6

1
0

3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
な

い
。

 機
械

室
 膨

張
タ

ン
ク

 膨
張

水
量

；
2

4
L

容
量

；
有

効
3

5
L

 （
議

場
床

暖
房

用
）

 2
階

 H
E

X
-
1

 プ
レ

ー
ト

式
2
0
0
6

1
0

2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
な

い
。

 機
械

室
 熱

交
換

器
 交

換
熱

量
；

2
3

3
k
W

伝
熱

面
積

；
2

.9
4

㎡

 （
議

場
床

暖
房

用
）

M
-
0
0
7

M
-
0
0
8

M
-
0
0
9

M
-
0
1
0
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M
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8

M
-
0
1
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3
-
3
-
2

機
械

設
備

調
査

結
果

詳
細

 
-
1

対 象
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

熱 源 設 備

定
期
的
な
整

備
あ
り

M
-
0
0
1

M
-
0
0
2

冷
却

水
チ

ュ
ー

ブ
内

面
に

硬
質

ス
ケ

ー
ル

付
着

の
報

告
あ

り

M
-
0
0
3

M
-
0
0
4

M
-
0
0
5

M
-
0
0
6



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 塔
屋

2
階

 W
T

-
1

 屋
外

型
自

動
管

理
装

置
2
0
0
6

1
0

1
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

置
場

 薬
液

注
入

装
置

 容
量

；
1

0
0

L

 1
階

 A
C

-
1

,2
 竪

型
エ

ア
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
ユ

ニ
ッ

ト
1
9
9
8

1
8

2
0

Ｂ
・

キ
ャ

ン
バ

ス
継

手
に

結
露

に
よ

る
劣

化
、

枠
材

の
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

劣
化

部
位

の
修

繕
が

必
要

で
あ

る
。

 機
械

室
 空

気
調

和
機

 【
代

表
機

器
】

A
C

-
1

 風
量

；
3

,3
6

0
㎥

/
h

静
圧

；
5

8
㎜

A
q

出
力

；
2

.2
k
W

 塔
屋

1
階

 A
C

-
4

～
6

 二
重

ダ
ク

ト
用

横
型

1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

機
器

内
部

の
鉄

部
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
計

画
的

な
点

検
整

備
が

望
ま

れ
る

。

 2
,地

下
1

階
 空

気
調

和
機

 【
代

表
機

器
】

A
C

-
4

・
内

部
改

修
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・
制

御
機

器
の

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

 機
械

室
 風

量
；

6
1

,5
8

0
㎥

/
h

静
圧

；
2

,6
4

6
P

a
出

力
；

3
7

k
W

×
2

・
空

気
管

に
よ

る
制

御
は

機
能

し
て

い
な

い
と

の
事

。

 地
下

1
階

 A
C

-
7

 水
冷

式
－

－
2
0

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
た

め
、

3
～

5
年

 ガ
ス

ボ
ン

ベ
室

 水
冷

パ
ッ

ケ
ー

ジ
型

空
調

機
 冷

却
能

力
；

8
,0

0
0

k
c
a
l/

h
圧

縮
機

；
2

.2
k
W

を
目

途
に

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

 冷
媒

:R
2

2

 各
階

 フ
ァ

ン
コ

イ
ル

ユ
ニ

ッ
ト

 床
置

型
1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
機

能
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
た

 S
F
-
2

0
0

～
6

0
0

・
コ

イ
ル

外
面

の
結

露
、

フ
ィ

ン
の

汚
れ

及
び

ド
レ

ン
パ

ン
の

発
錆

を
め

、
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

確
認

し
た

。

 各
階

 空
冷

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

パ
ッ

ケ
ー

ジ
 空

冷
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
式

－
－

1
5

Ｂ
・

室
外

機
各

所
に

ケ
ー

シ
ン

グ
の

塗
装

劣
化

、
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
い

る
た

め
、

計
画

的
な

更
新

が
必

要
 古

い
機

器
類

 室
外

機
、

室
内

機
 冷

媒
:R

-
2

2
・

室
内

機
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

で
あ

る
。

・
竣

工
後

増
設

設
置

さ
れ

て
い

ま
る

。

 各
階

 空
冷

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

パ
ッ

ケ
ー

ジ
 空

冷
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
式

－
－

1
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。
 新

し
い

機
器

類

 室
外

機
、

室
内

機
 冷

媒
:R

4
1

0
A

・
近

年
設

置
さ

れ
て

い
ま

る
。

 各
階

 給
気

フ
ァ

ン
 片

吸
込

シ
ロ

ッ
コ

型
1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
機

能
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
た

 【
代

表
機

器
】

地
下

1
階

機
械

室
 給

気
フ

ァ
ン

め
、

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

 #
3

 1
/
2

風
量

；
1

7
4
㎥

/
m

in
出

力
；

2
.4

5
k
W

 各
階

 排
気

フ
ァ

ン
 片

吸
込

シ
ロ

ッ
コ

型
1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
機

能
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
た

 【
代

表
機

器
】

塔
屋

1
階

機
械

室
 排

気
フ

ァ
ン

め
、

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

 #
3

風
量

；
1

0
3
㎥

/
m

in
出

力
；

1
.2

5
k
W

 各
階

 有
圧

扇
 壁

付
型

天
井

埋
込

型
－

－
1
5

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

 天
井

扇
 【

代
表

機
器

】
塔

屋
1

階
電

話
蓄

電
室

 有
圧

扇

 羽
根

；
2

5
㎝

出
力

；
4

0
W

 各
階

 制
気

口
類

 ア
ネ

モ
ス

タ
ッ

ト
、

ブ
リ

ー
ズ

ラ
イ

ン
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
設

備
機

器
類

の
更

新
に

合
わ

せ
た

器
具

交
換

が
望

ま
れ

る
。

 ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

グ
リ

ル
な

ど
・

一
部

器
具

の
吹

出
口

に
目

貼
り

を
確

認
し

た
。

 各
階

 空
調

配
管

類
 配

管
用

炭
素

鋼
鋼

管
1
9
6
9

4
7

2
5

Ｂ
・

冷
温

水
管

の
保

温
材

に
劣

化
を

確
認

し
、

結
露

に
よ

る
と

思
わ

れ
る

・
劣

化
部

位
の

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 冷
却

水
管

、
冷

温
水

管
水

滴
を

確
認

し
た

。
・

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
お

り
、

配
管

内
部

の
劣

化
進

行
が

懸

 ド
レ

ン
管

・
ド

レ
ン

管
の

継
手

の
外

れ
に

よ
る

脱
落

を
確

認
し

た
。

念
さ

れ
る

た
め

、
詳

細
調

査
が

望
ま

れ
る

。

M
-
0
2
9

M
-
0
3
0

M
-
0
3
1

～
M
-
0
3
6

48

M
-
0
3
7

～
M
-
0
4
0

M
-
0
4
1

～
M
-
0
4
4

株式会社 久 米 設 計

換 気 設 備

一
部
機
器
は

更
新
済
み

M
-
0
4
5

～
M
-
0
4
8

M
-
0
4
9

～
M
-
0
5
2

一
部
機
器
は

更
新
済
み

M
-
0
5
3

～
M
-
0
5
5

制 気 口 類

M
-
0
5
6

～
M
-
0
5
9

配 管

M
-
0
6
0

～
M
-
0
6
4

鎌倉市本庁舎劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

3
-
3
-
2

機
械

設
備

調
査

結
果

詳
細

 
-
2

対 象
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

熱 源 設 備

M
-
0
2
0

空 調 設 備

2
0
0
6
年
に
内

部
改
修
の
実

施
あ
り

M
-
0
2
1

～
M
-
0
2
4

2
0
0
6
年
に
内

部
改
修
の
実

施
あ
り

定
期
的
な
修

繕
あ
り

M
-
0
2
5

～
M
-
0
2
8

更
新
時
期
は

不
明



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 各
階

 空
調

配
管

類
 配

管
用

炭
素

鋼
鋼

管
2
0
0
6

1
0

2
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 冷
却

水
管

、
冷

温
水

管

 温
水

管
、

膨
張

管

 各
階

 冷
媒

管
 被

覆
銅

管
－

－
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
な

い
。

 各
階

 ダ
ク

ト
類

 亜
鉛

め
っ

き
鋼

板
、

ス
パ

イ
ラ

ル
ダ

ク
ト

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

外
気

取
入

ダ
ク

ト
外

面
に

塗
装

の
劣

化
、

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
劣

化
部

位
の

塗
装

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 塩
化

ビ
ニ

ル
鋼

板
、

塩
化

ビ
ニ

ル
ス

パ
イ

ラ
ル

ダ
ク

ト
・

全
体

的
に

保
温

材
の

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

 地
下

1
階

 空
調

監
視

盤
 デ

ス
ク

ト
ッ

プ
P

C
、

モ
ニ

タ
ー

2
0
0
9

7
1
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

監
視

室

 各
階

 自
動

制
御

盤
 自

動
制

御
盤

1
9
9
9

1
7

1
5

Ｂ
・

屋
外

設
置

の
函

体
外

面
に

塗
装

の
劣

化
、

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
劣

化
部

位
の

塗
装

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

2
0
0
9

7
1
5

 各
階

 自
動

制
御

機
器

類
 電

磁
弁

、
電

動
二

方
弁

－
－

1
5

Ｂ
・

既
存

の
弁

、
セ

ン
サ

類
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
・

既
存

の
弁

、
セ

ン
サ

ー
は

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
い

る
た

め
､

 温
度

セ
ン

サ
、

投
光

器
、

受
光

器
な

ど
一

部
セ

ン
サ

が
使

用
禁

止
と

な
っ

て
い

る
。

更
新

が
必

要
で

る
。

・
更

新
済

み
の

弁
、

セ
ン

サ
類

は
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 地
下

1
階

 コ
ン

プ
レ

ッ
サ

 №
1

,2
1
9
9
0

2
6

3
0

Ｂ
・

全
体

的
に

汚
れ

を
確

認
し

た
。

・
3

～
5

年
を

目
途

に
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

 機
械

室
 エ

ア
ド

ラ
イ

ヤ
 タ

ン
ク

:5
5

L

 地
下

1
階

 T
W

-
1

 鋼
板

製
一

体
型

2
0
0
8

8
3
0

Ｂ
・

ブ
ロ

ー
管

の
フ

ラ
ン

ジ
接

合
部

に
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。
・

ひ
び

割
れ

部
位

の
ブ

ロ
ー

管
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

 屋
外

 受
水

槽
 有

効
；

5
4
㎥

3
.5

×
6

.8
×

2
.9

3
H

耐
震

；
1

.0
G

 地
下

1
階

 P
W

U
-
1

 加
圧

給
水

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 屋
外

 加
圧

給
水

ポ
ン

プ
 8

0
φ

×
4

4
9

L
/
m

in
×

3
6

0
k
P

a

 2
.2

k
W

×
3

 各
階

 ガ
ス

給
湯

器
 貯

湯
式

壁
掛

型
1
9
9
7

1
9

1
0

Ｃ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

い
る

た
め

、
計

画
的

な
更

新
が

必
要

 湯
沸

室
 貯

湯
量

；
2

2
L

3
6

.5
L

2
0
0
0

1
6

1
0

で
あ

る
。

 6
.9

k
W

1
3

.9
k
W

2
0
0
4

1
2

1
0

 各
階

 ガ
ス

給
湯

器
 瞬

間
式

壁
掛

型
1
9
9
0

2
6

1
0

Ｃ
・

機
器

の
経

年
劣

化
、

一
部

機
器

の
故

障
を

確
認

し
た

。
・

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
い

る
た

め
、

計
画

的
な

更
新

が
必

要

 湯
沸

室
 1

8
.0

k
W

、
1

1
.0

k
W

1
9
9
8

1
8

1
0

で
あ

る
。

 各
階

 ガ
ス

給
湯

器
 瞬

間
式

壁
掛

型
2
0
1
4

2
1
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 湯
沸

室
 1

0
.5

k
W

2
0
1
5

1
1
0

49

機
器
改
修
時

に
更
新
さ
れ

て
い
る
セ
ン

サ
ー
類
あ
り

M
-
0
7
7

～
M
-
0
7
9

2
0
0
6
年
空
気

圧
縮
部
交
換

あ
り

M
-
0
8
0

株式会社 久 米 設 計

給 水 設 備

P
-
0
0
1

～
P
-
0
0
3

受
水

槽
清

掃
時

に
ひ

び
割

れ
部

か
ら

の
漏

水
の

報
告

あ
り

P
-
0
0
4

給 湯 設 備

P
-
0
0
5

P
-
0
0
6

P
-
0
0
7

P
-
0
0
8

鎌倉市本庁舎劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

3
-
3
-
2

機
械

設
備

調
査

結
果

詳
細

 
-
3

対 象
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

配 管 ・ ダ ク ト 類

M
-
0
6
5

～
M
-
0
6
8

M
-
0
6
9

2
0
1
5
年
ダ
ク

ト
清
掃
の
実

施
あ
り

M
-
0
7
0

～
M
-
0
7
3

自 動 制 御 設 備

M
-
0
7
4

M
-
0
7
5

M
-
0
7
6



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 地
下

1
階

 B
H

W
-
1

 ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
一

体
型

2
0
0
6

1
0

1
0

Ｂ
・

全
体

に
塗

装
の

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

考
慮

す
る

と
、

3
～

5
年

を
目

途
に

更
新

が
必

 屋
外

 ガ
ス

給
湯

器
 能

力
；

5
0

号
×

4
連

要
で

あ
る

。

 （
浴

室
用

）
 1

0
8

k
W

×
4

 地
下

1
階

 電
気

湯
沸

器
 貯

湯
式

2
0
0
8

8
1
0

Ｂ
・

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
標

準
更

新
年

数
を

考
慮

す
る

と
、

3
～

5
年

を
目

途
に

更
新

が
必

 機
械

室
 貯

湯
量

；
1

1
.7

L
要

で
あ

る
。

 1
0

8
k
W

×
4

 地
下

1
階

 汚
水

排
水

ポ
ン

プ
 水

中
ポ

ン
プ

、
自

吸
式

1
9
9
0

2
6

1
5

Ｂ
・

排
水

槽
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

、
目

視
に

よ
る

確
認

は
で

き
・

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
い

る
た

め
、

計
画

的
な

更
新

が
必

要

 機
械

室
 雑

排
水

排
水

ポ
ン

プ
 【

代
表

機
器

】
汚

水
ポ

ン
プ

な
い

。
で

あ
る

。

 湧
水

排
水

ポ
ン

プ
 8

0
φ

×
0

.4
5
㎥

/
m

in
×

1
0

m
2

.2
k
W

・
陸

上
設

置
機

器
は

、
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 地
下

1
階

 屋
外

排
水

ポ
ン

プ
 水

中
ポ

ン
プ

2
0
1
0

6
1
5

Ａ
・

排
水

槽
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

、
目

視
に

よ
る

確
認

は
で

き

 屋
外

 仕
様

は
不

明
な

い
。

 2
階

 衛
生

器
具

類
 手

洗
器

、
掃

除
用

流
し

、
汚

物
流

し
2
0
0
1

1
5

3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 男
子

･
女

子
 壁

掛
ス

ト
ー

ル
型

小
便

器
、

和
風

大
便

器
、

洋
風

大
便

器
2
0
1
4

2
3
0

 便
所

B
 な

ど

 地
下

1
階

 衛
生

配
管

類
 水

道
用

硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

－
－

2
5

Ｂ
・

既
存

配
管

と
思

わ
れ

る
部

位
を

確
認

し
た

が
、

外
観

上
で

は
特

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
配

管
内

部
の

劣
化

進
行

が
懸

 各
所

 給
水

管
、

補
給

水
管

に
顕

著
な

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。
念

さ
れ

る
た

め
、

詳
細

調
査

が
望

ま
れ

る
。

 各
階

 衛
生

配
管

類
 水

道
用

硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

2
0
0
8

8
2
5
,
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 給
水

管
、

給
湯

管
 水

道
用

耐
熱

性
硬

質
塩

化
ビ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管

 ス
テ

ン
レ

ス
鋼

管

 1
階

 衛
生

配
管

類
 配

管
材

質
は

不
明

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

外
観

上
で

は
、

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
配

管
内

部
の

劣
化

進
行

が
懸

 第
1

サ
ー

バ
室

 雑
排

水
管

、
汚

水
管

念
さ

れ
る

た
め

、
更

新
改

修
が

望
ま

れ
る

。

 各
階

 衛
生

配
管

 耐
火

二
層

管
2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 雑
排

水
管

、
汚

水
管

 通
気

管

 各
階

 衛
生

配
管

 配
管

用
炭

素
鋼

鋼
管

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

既
存

配
管

外
面

に
若

干
の

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
既

存
配

管
は

3
～

5
年

を
目

途
に

外
面

の
修

繕
が

必
要

で
あ

る
。

 ガ
ス

管
2
0
0
8

8
3
0

(
Ａ
)

・
更

新
部

位
で

は
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 地
下

1
階

 雨
水

槽
 F

R
P

製
パ

ネ
ル

型
－

－
3
0

Ｂ
・

架
台

及
び

パ
ネ

ル
の

取
付

ボ
ル

ト
に

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
劣

化
部

位
の

塗
装

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 屋
外

 （
一

次
貯

留
用

）
 4

.0
×

1
.0

×
1

.0
H

耐
震

；
2

/
3

G

 地
下

1
階

 雨
水

管
 硬

質
ポ

リ
塩

化
ビ

ニ
ル

管
－

－
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 屋
外

 雨
水

管
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
管

2
0
1
0

6
3
0

P
-
0
3
5

P
-
0
3
6

P
-
0
1
3

衛 生 器 具 類

P
-
0
1
4

～
P
-
0
2
2

50

配 管 類

P
-
0
2
3

P
-
0
2
4

～
P
-
0
2
7

株式会社 久 米 設 計

P
-
0
2
8

P
-
0
2
9

～
P
-
0
3
2

P
-
0
3
2

～
P
-
0
3
4

鎌倉市本庁舎劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

3
-
3
-
2

機
械

設
備

調
査

結
果

詳
細

 
-
4

対 象
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

給 湯 設 備

P
-
0
0
9

P
-
0
1
0

雨 水 利 用 設 備

設
置
時
期
は

不
明

排 水 設 備

P
-
0
1
1

P
-
0
1
2

新
設



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 塔
屋

2
階

 F
T

-
1

 鋼
板

製
一

体
型

2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 屋
外

 消
火

用
補

給
水

槽
 有

効
；

1
㎥

1
.0

×
1

.0
×

1
.3

H
耐

震
；

2
.0

G

 地
下

1
階

 P
F
U

-
1

 ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
2
0
0
9

7
2
0

Ｂ
・

呼
水

槽
内

面
に

若
干

の
塗

装
の

劣
化

及
び

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
3

～
5

年
を

目
途

に
塗

装
修

繕
が

必
要

で
あ

る
。

 機
械

室
 消

火
栓

ポ
ン

プ
 1

0
0

φ
×

6
0

0
-
9

3
0

L
/
m

in
×

8
7

-
7

7
m

 1
8

.5
k
W

 1
階

 屋
外

消
火

栓
箱

 1
号

消
火

栓
－

－
3
0

Ｂ
・

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
設

置
後

1
0

年
が

経
過

し
た

ホ
ー

ス
は

3
年

毎
に

耐
圧

試
験

が
必

要

 屋
外

 ホ
ー

ス
:4

0
×

1
5

m
で

あ
る

。

 1
階

 ホ
ー

ス
格

納
箱

 屋
外

型
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

格
納

箱
外

面
に

塗
装

の
劣

化
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

格
納

箱
の

・
早

急
な

塗
装

修
繕

及
び

ホ
ー

ス
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

 屋
外

底
部

に
腐

食
に

よ
る

貫
通

孔
を

確
認

し
た

。

・
ホ

ー
ス

の
経

年
劣

化
が

懸
念

さ
れ

る
。

 各
階

 屋
内

消
火

栓
箱

 1
号

消
火

栓
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
設

置
後

1
0

年
が

経
過

し
た

ホ
ー

ス
は

3
年

毎
に

耐
圧

試
験

が
必

要

 ホ
ー

ス
；

4
0

×
1

5
m

で
あ

る
。

 塔
屋

1
階

 テ
ス

ト
弁

 6
5

A
4

0
A

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

外
観

上
で

は
、

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
不

具
合

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

 屋
根

計
画

的
な

更
新

が
望

ま
れ

る
。

 3
,4

階
 消

防
隊

専
用

栓
 6

5
A

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

外
観

上
で

は
、

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
不

具
合

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

 E
L

V
ホ

ー
ル

計
画

的
な

更
新

が
望

ま
れ

る
。

 1
階

 連
結

送
水

口
 双

口
自

立
型

2
0
1
4

2
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 屋
外

 各
階

 消
火

配
管

 配
管

用
炭

素
鋼

鋼
管

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

配
管

補
修

部
位

に
漏

水
の

痕
跡

を
確

認
し

た
。

・
劣

化
部

位
の

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
配

管
内

部
の

劣
化

進
行

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
詳

細
調

査
が

望
ま

れ
る

。

 地
下

1
階

 二
酸

化
炭

素
消

火
設

備
 電

気
式

ガ
ス

圧
式

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

消
防

点
検

結
果

に
よ

る
と

、
交

換
推

奨
時

期
経

過
の

た
め

、
改

修
が

・
計

画
的

な
更

新
が

望
ま

れ
る

。

 ガ
ス

ボ
ン

ベ
室

 ボ
ン

ベ
 容

量
；

4
5

㎏
/
6

8
L
×

1
0

推
奨

さ
れ

る
。

 書
庫

前
廊

下
 手

動
起

動
装

置

 地
下

1
階

 二
酸

化
炭

素
消

火
設

備
 ホ

ー
ン

型
噴

射
ヘ

ッ
ド

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
不

具
合

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

 第
1

書
庫

 噴
射

ヘ
ッ

ド
、

サ
イ

レ
ン

 モ
ー

タ
サ

イ
レ

ン
計

画
的

な
更

新
が

望
ま

れ
る

。

 二
酸

化
炭

素
ガ

ス
管

 圧
力

配
管

用
炭

素
鋼

鋼
管

 各
階

 移
動

式
粉

末
消

火
設

備
 第

三
種

粉
末

消
火

薬
剤

1
9
8
2

3
4

1
0

Ｂ
・

特
に

顕
著

な
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
不

具
合

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

 【
代

表
機

器
】

2
0
0
8

8
1
0

計
画

的
な

更
新

が
望

ま
れ

る
。

 充
填

量
；

3
3

㎏
加

圧
用

C
O

2
ガ

ス
量

；
8

2
0

g

P
-
0
4
5

～
P
-
0
4
8

P
-
0
6
0

～
P
-
0
6
2

消
防

点
検

結
果

で
は

、
特

に
問

題
は

報
告

さ
れ

て
い

な
い

51
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管
耐
圧
試

験
は
2
0
1
4
年
1

月
に
実
施
済

み

P
-
0
4
9

P
-
0
5
0

～
P
-
0
5
2
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配
管
耐
圧
試

験
は
2
0
1
4
年
1

月
に
実
施
済

み

P
-
0
5
3

P
-
0
5
4

～
P
-
0
5
6

2
0
1
0
年
に
容

器
弁
交
換
済

み

備
考

劣
化

状
況

鎌倉市本庁舎劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

3
-
3
-
2

機
械

設
備

調
査

結
果

詳
細

 
-
5

対 象
位

 
置

名
 
称

仕
様

P
-
0
6
3

P
-
0
6
4

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

P
-
0
5
7

～
P
-
0
5
9

消 火 設 備

P
-
0
3
7

P
-
0
3
8

P
-
0
3
9

P
-
0
4
0

ホ
ー
ス
は

2
0
0
8
年
に
交

換
済
み

P
-
0
4
1

P
-
0
4
2

P
-
0
4
3

P
-
0
4
4

ホ
ー
ス
は

2
0
0
8
年
に
交

換
済
み

設 置 年

過 数

経 年



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 1
階

屋
外

 高
圧

地
中

負
荷

開
閉

器
 S

O
G

付
2
0
0
8

8
2
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 （
U

G
S

）
 7

.2
k
V

3
0

0
A

 地
下

1
階

 屋
内

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

 C
B

型
遮

断
容

量
1

2
.5

k
A

2
0
0
8

8
3
0

Ｂ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。
・

劣
化

部
位

の
修

繕
が

必
要

で
あ

る
。

 受
・

変
電

室
 引

込
盤

、
受

電
盤

、
高

圧
コ

ン
デ

ン
サ

盤
・

自
家

用
電

気
工

作
物

定
期

点
検

結
果

報
告

書
に

よ
る

と
、

不
具

合
が

 一
般

動
力

変
圧

器
盤

、
一

般
電

灯
変

圧
器

盤
な

ど
報

告
さ

れ
て

い
る

。

 地
下

1
階

 変
圧

器
 モ

ー
ル

ド
型

2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 受
・

変
電

室
 3

φ
 5

0
0

、
3

0
0

、
1

5
0

k
V

A

 1
φ

 3
0

0
、

2
0

0
k
V

A
ス

コ
ッ

ト
 2

0
0

k
V

A

 地
下

1
階

 高
圧

進
相

コ
ン

デ
ン

サ
 7

9
.8

k
v
a
r

2
0
0
8

8
2
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 受
・

変
電

室
 直

列
リ

ア
ク

ト
ル

 4
.7

9
k
v
a
r

 塔
屋

2
階

 デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

 屋
外

設
置

型
2
0
0
8

8
3
0

Ｂ
・

ケ
ー

シ
ン

グ
に

塗
装

の
劣

化
、

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
劣

化
部

位
の

塗
装

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 機
械

置
場

 （
非

常
用

）
 3

φ
3

W
6

,6
0

0
V

3
7

5
K

V
A

・
始

動
用

蓄
電

池
の

交
換

が
望

ま
れ

る
。

 燃
料

小
出

槽
：

3
9

0
L

 塔
屋

1
階

 発
電

機
 屋

外
設

置
型

2
0
1
2

4
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 屋
根

 （
電

話
交

換
機

用
）

 1
φ

3
W

2
0

0
/
1

0
0

V
1

4
.0

K
V

A

 塔
屋

2
階

 燃
料

小
出

槽
 鋼

板
製

2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 機
械

置
場

 (
発

電
機

ケ
ー

シ
ン

グ
内

)
 軽

油
容

量
：

3
9

0
L

 地
下

1
階

 主
燃

料
槽

 鋼
板

製
2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 オ
イ

ル
タ

ン
ク

室
 軽

油
容

量
：

5
,0

0
0

L

 地
下

1
階

 燃
料

移
送

ポ
ン

プ
 オ

イ
ル

ギ
ア

ポ
ン

プ
2
0
0
8

8
2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 オ
イ

ル
タ

ン
ク

室
 出

力
；

0
.7

5
k
W

 各
階

 送
油

管
、

返
油

管
 圧

力
配

管
用

炭
素

鋼
鋼

管
2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 地
下

1
階

 直
流

電
源

装
置

 サ
イ

リ
ス

タ
整

流
器

2
0
0
8

8
2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 受
・

変
電

室
 整

流
器

盤
 受

変
電

操
作

・
非

常
照

明
兼

用

 定
格

：
5

0
A

 地
下

1
階

 直
流

電
源

装
置

 鉛
蓄

電
池

2
0
0
8

8
2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 受
・

変
電

室
 蓄

電
池

盤
 容

量
：

2
0

0
A

h
(1

0
時

間
率

)
5

4
セ

ル
・

内
部

蓄
電

池
自

体
の

標
準

更
新

年
数

は
7

～
9

年
と

さ
れ

て
い

る
。

52

E
-
0
1
2

E
-
0
1
3
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E
-
0
1
4

劣 化 度

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

E
-
0
0
5

E
-
0
0
6

E
-
0
0
7

E
-
0
0
8

発 電 設 備

E
-
0
0
9

～
E
-
0
1
1

部
品

交
換

の
推

奨
、

始
動

用
蓄

電
池

の
交

換
時

期
を

超
過

し
て

い
る

と
の

報
告

あ
り

E
-
0
1
5

E
-
0
1
6

E
-
0
1
7

直 流 電 源 設 備

E
-
0
1
8

E
-
0
1
9

鎌倉市本庁舎劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

3
-
3
-
3

電
気

設
備

調
査

結
果

詳
細

 
-
1

部 位
位

 
置

名
 
称

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

対
策

備
考

劣
化

状
況

受 変 電 設 備

E
-
0
0
1

定
期
的
な
整

備
あ
り

E
-
0
0
2

～
E
-
0
0
4

B
種

接
地

抵
抗

測
定

値
が

許
容

値
を

超
過

し
て

い
る

と
の

報
告

あ
り

E
-
0
2
0



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 1
階

 急
速

充
電

ス
タ

ン
ド

 電
気

自
動

車
用

－
－

-
Ａ

・
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 屋
外

 充
電

用
屋

外
コ

ン
セ

ン
ト

 各
階

 幹
線

 C
V

ケ
ー

ブ
ル

、
C

V
T

ケ
ー

ブ
ル

2
0
0
8

8
3
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
な

ど

 地
下

1
階

 電
気

ダ
ク

ト
 鋼

板
製

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

電
気

ダ
ク

ト
外

面
に

塗
装

の
劣

化
、

発
錆

を
確

認
し

た
。

・
劣

化
部

位
の

塗
装

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。

 廊
下

 ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
・

電
気

ダ
ク

ト
及

び
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
吊

り
支

持
材

に
発

錆
を

確
認

 電
線

管
類

し
た

。

 各
階

 ケ
ー

ブ
ル

類
 V

V
F
、

IV
な

ど
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

天
井

内
の

ケ
ー

ブ
ル

類
は

天
井

材
や

ダ
ク

ト
の

上
に

敷
設

さ
れ

て
お

・
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

な
ど

に
よ

る
適

正
支

持
が

必
要

で
あ

る
。

り
、

支
持

が
さ

れ
て

い
な

い
。

・
既

存
ケ

ー
ブ

ル
は

絶
縁

劣
化

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
更

新
が

・
既

存
ケ

ー
ブ

ル
は

、
ケ

ー
ブ

ル
の

内
部

劣
化

が
懸

念
さ

れ
る

。
望

ま
れ

る
。

 各
階

 動
力

制
御

盤
 自

立
型

、
壁

掛
型

1
9
6
9

4
7

2
5

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
機

能
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

 各
階

 動
力

制
御

盤
 自

立
型

2
0
0
6

1
0

2
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 警
報

盤

 各
階

 電
灯

分
電

盤
 埋

込
型

、
壁

掛
型

1
9
6
9

4
7

2
5

Ｂ
・

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
未

改
修

の
盤

に
つ

い
て

は
、

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

・
内

部
改

修
が

実
施

さ
れ

て
い

る
盤

は
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

 各
階

 電
灯

分
電

盤
 壁

掛
型

2
0
1
4

2
2
5

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 各
階

 ス
イ

ッ
チ

 埋
込

型
、

露
出

型
、

防
爆

型
な

ど
1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
既

存
器

具
類

は
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
不

具
合

が
懸

 コ
ン

セ
ン

ト
・

コ
ン

セ
ン

ト
プ

ラ
グ

の
テ

ー
プ

貼
り

に
よ

る
脱

落
防

止
対

策
を

確
認

念
さ

れ
る

た
め

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

し
た

。
・

ロ
ッ

ク
型

コ
ン

セ
ン

ト
へ

の
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

 屋
外

各
所

 屋
外

照
明

器
具

 屋
外

灯
、

水
銀

灯
1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

ポ
ー

ル
に

塗
装

の
劣

化
、

ラ
ン

プ
カ

バ
ー

の
経

年
劣

化
を

確
認

し
た

。
・

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
お

り
、

機
能

低
下

が
懸

念
さ

れ
る

た

 蛍
光

灯
(F

L
R

)
・

発
錆

を
確

認
し

た
。

め
、

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

 各
階

 照
明

器
具

 蛍
光

灯
(F

L
R

、
H

f)
、

埋
込

ア
ク

リ
ル

灯
1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
標

準
更

新
年

数
を

超
過

し
て

お
り

、
機

能
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
た

 シ
ャ

ン
デ

リ
ア

、
ダ

ウ
ン

ラ
イ

ト
め

、
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

 各
階

 L
E

D
照

明
器

具
 L

E
D

照
明

、
L
E

D
型

ラ
ン

プ
－

－
2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 L
E

D
ダ

ウ
ン

ラ
イ

ト

一
部
器
具
は

更
新
済
み

E
-
0
5
1

～
E
-
0
5
3

2
0
1
5
年
に
1
階

L
E
D
化

E
-
0
5
2

E
-
0
5
3

幹 線 ・ 動 力 設 備

E
-
0
2
3

E
-
0
2
4

E
-
0
2
5

E
-
0
2
6

E
-
0
2
7

部
分
的
な
内

部
改
修
の
実

施
あ
り

E
-
0
2
8

～
E
-
0
3
1
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E
-
0
3
2

～
E
-
0
3
6

電 灯 コ ン セ ン ト 設 備

内
部
改
修
の

実
施
あ
り

E
-
0
3
7

～
E
-
0
4
0

株式会社 久 米 設 計

E
-
0
4
1

一
部
器
具
は

更
新
済
み

E
-
0
4
2

～
E
-
0
4
7

E
-
0
4
8

～
E
-
0
5
0

現
 
状
 
・
 
分
 
析
 
状
 
況
 
説
 
明

対
策

備
考

劣
化

状
況

電 気 自 動 車

近
年
設
置
さ

れ
て
い
る
様

子
E
-
0
2
1

E
-
0
2
2

仕
様

設 置 年

過 数

経 年

鎌倉市本庁舎劣化調査・機能維持対策（BCP）策定業務

3
-
3
-
3

電
気

設
備

調
査

結
果

詳
細

 
-
2

部 位
位

 
置

名
 
称

標
準

更
新

年
数

修
 
繕
 
履
 
歴

劣 化 度



劣
化

度
凡

例
Ａ

；
現

状
に

お
い

て
不

具
合

状
況

は
確

認
で

き
な

い
。

当
分

の
間

修
繕

、
更

新
等

の
改

修
は

必
要

無
い

。

 
Ｂ

；
劣

化
状

況
が

確
認

さ
れ

る
。

現
状

に
お

い
て

問
題

は
少

な
い

が
、

近
年

中
に

は
多

大
な

障
害

と
な

り
え

る
懸

念
が

高
い

。

Ｃ
；

異
常

、
破

損
等

の
劣

化
が

著
し

い
。

当
初

の
性

能
が

維
持

出
来

て
い

な
い

。
破

損
し

、
脱

落
等

の
懸

念
が

あ
る

。

関
 
連

写
 
真

 各
階

 非
常

用
照

明
器

具
 白

熱
灯

(蓄
電

池
別

置
型

)
1
9
6
9

4
7

2
0

Ｂ
・

外
観

上
で

は
、

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。
・

標
準

更
新

年
数

を
超

過
し

て
お

り
、

不
具

合
が

懸
念

さ
れ

る
た

め

・
更

新
さ

れ
て

い
る

器
具

は
特

に
不

具
合

は
確

認
で

き
な

い
。

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

 各
階

 非
常

用
照

明
器

具
 白

熱
灯

(蓄
電

池
内

蔵
型

)
2
0
1
4

2
2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 便
所

周
り

 各
階

 誘
導

灯
 避

難
口

誘
導

灯
、

通
路

誘
導

灯
2
0
1
3

3
2
0

Ａ
・

特
に

不
具

合
は

確
認

で
き

な
い

。

 C
級

 塔
屋

2
階

 避
雷

針
、

避
雷

導
線

 黄
銅

製
突

針
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

支
柱

に
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

既
存

の
部

位
に

つ
い

て
は

、
不

具
合

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
更

新

 屋
外

 支
柱

：
4

m
が

必
要

で
あ

る
。

 1
階

 避
雷

針
用

接
地

函
 埋

込
型

1
9
6
9

4
7

3
0

Ｂ
・

函
体

に
塗

装
の

劣
化

、
発

錆
を

確
認

し
た

。
・

劣
化

部
位

の
塗

装
修

繕
が

必
要

で
あ

る
。

 屋
外

 塔
屋

1
階

 エ
レ

ベ
ー

タ
 乗

用
1
9
6
9

4
7

3
0

Ｃ
・

1
号

機
は

運
転

休
止

中
。

全
体

的
に

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
計

画
的

な
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

 E
L

V
機

械
室

 1
,3

号
機

 定
員

；
1

1
名

積
載

；
7

5
0

㎏
・

定
期

検
査

報
告

書
に

よ
る

と
、

機
能

低
下

の
た

め
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
が

推
奨

さ
れ

る
。

法
改

正
に

伴
い

既
存

不
適

格
状

況
で

あ
る

。

 塔
屋

1
階

 エ
レ

ベ
ー

タ
 乗

用
2
0
0
1

1
5

3
0

Ｂ
・

経
年

劣
化

を
確

認
し

た
。

・
劣

化
部

位
の

修
繕

、
部

品
交

換
が

必
要

で
あ

る
。

 E
L

V
機

械
室

 2
号

機
 定

員
；

1
1

名
積

載
；

7
5

0
㎏

・
定

期
検

査
報

告
書

に
よ

る
と

、
各

所
で

部
品

交
換

が
必

要
と

報
告

さ

れ
て

い
る

。
法

改
正

に
伴

い
既

存
不

適
格

状
況

で
あ

る
。

※
 既
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４．コンクリート診断調査

4-1．コンクリート診断調査概要

4-1-1．調査の目的

■ コンクリート圧縮強度試験

コンクリートの強度は、建設時より低下することは無く、施工時に設計仕様で指定されたコン

クリート強度で施工されていれば建物の構造強度には問題は無いといえる。但し、法改正等によ

り求められる耐震性能はより安全性が高まり、当該建物においても耐震改修が行われている。

耐震補強設計に際し、既存コンクリートの圧縮強度試験を実施し、設計基準強度を上回る強度

状況を確認している。今回改めて、コンクリート圧縮強度試験を実施し、さらなる安全性を確認

した。

■ コンクリート中性化試験

鉄筋コンクリート構造物は、セメントが硬化する時の水和反応によって生成される水酸化カル

シウムの強アルカリ性（pH13強）によって、コンクリート内部の鉄筋は腐食しないよう保護さ

れている。一般的な環境下でのコンクリートは、大気中の炭酸ガスなどと反応することによって、

表層部より内部へと中性化が長期にわたって徐々に進行していく。中性化が進行すると、内部の

鉄筋が錆やすくなり、さらに錆が進行することで鉄筋が膨張しコンクリートの爆裂を誘発してし

まう。このことから、コンクリートの中性化深さは、鉄筋コンクリート構造物の耐久性を評価す

る一つの指標として用いられている。

以上のような経緯より、コンクリートの中性化深度を把握することで、当該建物の安全性を確

認する。尚、コンクリートが完全に中性化したとしても、コンクリート圧縮強度が低下すること

は無い。

4-1-2．調査手法

■ コンクリート圧縮強度試験

既存建物の躯体コンクリートから円柱状の「コア」を採取し、財団法人建材試験センターにお

いて、圧縮強度試験を行った。

JIS A  1107-2012 に準拠する試験

■ コンクリート中性化試験

財団法人建材試験センターにおいて、圧縮強度試験後の「コア」を竪に切断し、切断面にフェ

ノールフタレイン溶液を塗布、中性化深さを測定した。

JIS A  1152-2011 に準拠する試験

4-1-3．調査数量

圧縮強度試験・中性化試験調査数量

採 取
コア数

圧縮強度
試 験

中性化
試 験

直 径

地下 1 階 3 本 3 箇所 3 箇所 84㎜

1 階 3 本 3 箇所 3 箇所 84㎜

2 階 3 本 3 箇所 3 箇所 84㎜

3 階 3 本 3 箇所 3 箇所 84㎜

4 階 3 本 3 箇所 3 箇所 84㎜

合 計 15 本 15 箇所 15 箇所 

備 考

コンクリート「コア」採取

階

57 株式会社 久 米 設 計
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4-2．コンクリート圧縮強度試験結果

4-2-1．採取した「コア」による圧縮強度試験結果

※平均値

階 部 位
平均直径

（d）
平均高さ

（h）
h/d 測 定 値 補 正 後

1 B1-1 室内壁 83.7 91.3 1.09 0.89 25.1 22.3

2 B1-2 外 壁 83.8 88.5 1.06 0.88 28.8 25.3

3 B1-3 室内壁 83.7 107.6 1.29 0.93 23.3 21.7

4 1-1 室内壁 83.7 96.6 1.15 0.91 39.1 35.6

5 1-2 室内壁 83.7 115.0 1.37 0.94 23.6 22.2

6 1-3 室内壁 83.7 85.6 1.02 0.87 26.7 23.2

7 2-1 室内壁 83.7 107.1 1.28 0.93 35.1 32.6

8 2-2 室内壁 83.7 114.0 1.36 0.94 26.2 24.6

9 2-3 室内壁 83.7 114.1 1.36 0.94 31.6 29.7

10 3-1 室内壁 83.7 88.2 1.05 0.88 36.2 31.9

11 3-2 室内壁 83.7 111.1 1.33 0.94 29.4 27.6

12 3-3 室内壁 83.6 117.8 1.41 0.95 33.0 31.4

13 4-1 室内壁 83.6 95.0 1.14 0.90 25.0 22.5

14 4-2 室内壁 83.7 112.0 1.34 0.94 30.0 28.2

15 4-3 室内壁 83.6 98.1 1.17 0.91 33.9 30.8

※ 補正係数

供試体の高さと直径の比が1.90より小さい場合は、試験で得られた圧縮強度に次表の補正係

数を乗じて直径の２倍の高さをもつ供試体の強度に換算する。

補正係数表

補正係数

2.00 1.00

1.75 0.98

1.50 0.96

1.25 0.93

1.00 0.87

出典；JIS A 1132

備 考

№
供試体

№

供試体寸法（㎜）

補正係数

圧縮強度（N/㎜
２）

４階

「コア」採取場所

供試体の高さと直系の比
（高さｈ/直径ｄ）

２階

ｈ/ｄがこの表に示す値の中間に
ある場合、補正係数は補間して
求める。

３階

地下
１階

１階
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4-2-2．試験結果に基づくコンクリートの推定強度算出

階 部 位 試験結果 各階平均値 全体平均

1 B1-1 室内壁 22.3

2 B1-2 外 壁 25.3

3 B1-3 室内壁 21.7

4 1-1 室内壁 35.6

5 1-2 室内壁 22.2

6 1-3 室内壁 23.2

7 2-1 室内壁 32.6

8 2-2 室内壁 24.6

9 2-3 室内壁 29.7

10 3-1 室内壁 31.9

11 3-2 室内壁 27.6

12 3-3 室内壁 31.4

13 4-1 室内壁 22.5

14 4-2 室内壁 28.2

15 4-3 室内壁 30.8

※ コンクリートの設計基準強度は設計図書記載より転記した。但し、当時の単位は㎏f/㎝
2
のため、現行基準

 単位の N/㎜２に換算する。

・設計図書記載のコンクリート設計基準強度 ；210 ㎏f/㎝
2

・1.0 ㎏f/㎝2 ＝ 約 0.098 N/㎜2

210 ㎏f/㎝2× 0.098 N/㎜2 ≒ 20.58 N/mm2 ≒ 20.6 N/mm2

コンクリート推定強度の算出式

推定強度 ＝ 平均強度 － 標準偏差 /２

4-2-3．コンクリート強度考察

以上より既存建物のコンクリート強度は、設計基準強度を上回る値が確認され、特段の問題は

無いと判断する。

・新築時設計仕様書に指定されたコンクリートの基準強度 ；20.6 N/㎜2

・今回の調査で確認したコンクリートの推定強度 ；25.0 N/㎜2

№
供試体

№

コンクリート
設計基準強度

（N/㎜
2）

地下
１階

23.1

27.2

１階 27.0

4.51 25.0

「コア」採取場所
コンクリート圧縮強度

（N/mm
2）

29.0

３階

標準偏差

コンクリート
推定強度

（N/㎜2）

20.6

30.3

27.2４階

２階
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4-2-4．耐震診断時のコンクリート強度

コンクリート圧縮強度試験は、平成４（1992）年に実施された鎌倉市本庁舎耐震診断において

も実施されている。その記録においても設計基準強度を上回る値が記録されている。当時の報告書

より、コンクリート圧縮強度試験の結果を付記する。

平成 4（1992）年 コンクリート圧縮強度試験結果

※平均値

階 部 位 直径（d） 高さ（h） h/d 測 定 値 補 正 後

1 1C-1 屋内壁 9.91 15.12 1.53 0.96 24.4 27.3

2 1C-2 屋内壁 9.91 12.24 1.24 0.93 29.4 27.3

3 1C-3 屋内壁 9.92 11.64 1.17 0.92 29.7 23.4

4 2C-1 屋内壁 9.93 15.84 1.60 0.97 41.1 25.6

5 2C-2 屋内壁 9.93 12.06 1.21 0.92 27.4 25.2

6 2C-3 屋内壁 9.93 12.60 1.27 0.93 27.6 39.8

7 3C-1 屋内壁 9.90 18.27 1.85 0.99 30.1 35.2

8 3C-2 屋内壁 9.91 12.24 1.24 0.93 24.9 23.1

9 3C-1 屋内壁 9.92 11.89 1.20 0.92 38.3 29.7

10 4C-1 屋内壁 9.93 12.55 1.26 0.93 27.5 27.6

11 4C-2 屋内壁 9.94 13.04 1.31 0.93 25.2 23.4

12 4C-3 屋内壁 9.93 17.81 1.79 0.98 28.2 25.5

13 PHC-1 PH１ 屋内壁 9.93 10.24 1.03 0.89 23.0 20.4

平成 4（1992）年 試験結果に基づくコンクリートの推定強度算出

階 部 位 試験結果 各階平均値 全体平均

1 1C-1 屋内壁 27.3

2 1C-2 屋内壁 27.3

3 1C-3 屋内壁 23.4

4 2C-1 屋内壁 25.6

5 2C-2 屋内壁 25.2

6 2C-3 屋内壁 39.8

7 3C-1 屋内壁 35.2

8 3C-2 屋内壁 23.1

9 3C-1 屋内壁 29.7

10 4C-1 屋内壁 27.6

11 4C-2 屋内壁 23.4

12 4C-3 屋内壁 25.5

13 PHC-1 PH１ 屋内壁 20.4 ―

※ 耐震診断時、コンクリート強度の単位は㎏f/cm
2で表されていたため、現行基準の N/㎜2に換算し表示した。

№
供試体

№

「コア」採取場所
コンクリート圧縮強度

（N/mm2）

「コア」採取場所 供試体寸法（㎜）
補正係数

27.1 5.24 24.4

圧縮強度（N/mm2）

20.6

コンクリート
設計基準強度

（N/mm2）

標準偏差
コンクリート

推定強度

（N/mm2）

№
供試体

№

25.5

26.0

29.3

４階

３階

４階

30.2

３階

２階

１階

１階

２階
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4-3．コンクリート中性化試験結果

4-3-1．採取した「コア」による中性化試験結果

測定結果よりモルタル仕上げの有無が、中性化の進行状況に大きく影響している様子が確認された。

試験体１-３の壁面仕上げには木毛セメント版（ｔ30）が打込み施工されているが、木毛セメント板

は多孔質な建材のため、中性化進行防止には役だっていない様子である。

中性化試験結果

階 部位 （㎜） 最大深度 平均深度 （㎜）

1 B1-1 内壁 25㎜ なし 0.0 0.0

2 B1-2 外壁 25㎜ なし 0.0 0.0

3 B1-3 内壁 25㎜ 塗装 8.0 5.1

4 1-1 内壁 15㎜ 塗装 4.0 1.9

5 1-2 内壁 ― なし 37.0 33.9

6 1-3 内壁 （木毛版） 塗装 32.5 27.3

7 2-1 内壁 15㎜ 塗装 12.5 8.3

8 2-2 内壁 ― なし 38.5 33.6

9 2-3 内壁 15mm 塗装 7.5 5.2

10 3-1 内壁 30mm 塗装 5.5 3.6

11 3-2 内壁 ― なし 33.5 27.1

12 3-3 内壁 ― なし 35.0 27.8

13 4-1 内壁 35mm 壁紙 0.0 0.0

14 4-2 内壁 ― なし 32.5 24.6

15 4-3 内壁 20㎜ 塗装 0.0 0.0

※ 中性化深さ平均深度において、朱書き数値は予測深さを超えた部位を示す。

■ 中性化進行の予測

現在一般的に用いらてている「岸谷式」により算出する。

① 水セメント比60％以上の場合の計算式

t ；経過年数（年）

x ；水セメント比（％）

② 水セメント比60％以下の場合の計算式 C ；中性化予測深さ（㎝）

R ；中性化比率（1.0を採用）

新築時の情報が無く、水セメント比等不明な要素が多いが、水セメント比を60％と想定し、②式を

採用し算出する。

47

7.2

Ｃ≒ 2.55㎝ ＝ 25.5㎜ ･･･中性化予測深さ

№
供試体

№

鉄 筋 の
かぶり厚さ

３階

４階

「コア」採取場所

モルタル
仕上げ厚さ

表面仕上げ
の 状 況

仕 上 げ 状 況築
年
数

30.047 25.5

中性化深さ（㎜）
（コンクリート面から計測）

中 性 化
予測深度

1.0＝骨材は川砂・川砂利、普通ポルトラ
 ンドセメント使用、減水剤等混和剤

         の使用なしの場合。

ｔ＝
7.2

×Ｃ2

Ｒ2（4.6x-1.76）2

ｔ＝
7.2

Ｒ2（4.6x-1.76）2 ×Ｃ2

ｔ＝
0.3（1.05＋3x）

Ｒ2（x-0.25）2 ×Ｃ2

地下
１階

１階

２階

47年＝
7.2

×Ｃ2

1.02（4.6x-1.76）2

Ｃ2＝
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4-3-2．コンクリート中性化試験結果

コンクリートの中性化深度測定値とその進行速度からコンクリートなどの補修の要否について検討

する。判定基準は、国土交通省大臣官房技術調査室監修「鉄筋コンクリート造の耐久性向上技術」に

よる。検討の結果を下表に示す。

現状におおけるコンクリートの中性化の進行状況に関し、重篤な問題は無いと判断する。

補修の要否判定結果

階 部位 （㎜） （㎜） （㎜）

1 B1-1 内壁 25㎜ 0.0 A1 B1 Ⅰ 否

2 B1-2 外壁 25㎜ 0.0 A1 B1 Ⅰ 否

3 B1-3 内壁 25㎜ 5.1 A1 B1 Ⅰ 否

4 1-1 内壁 15㎜ 1.9 A1 B1 Ⅰ 否

5 1-2 内壁 ― 33.9 A2 B2 Ⅱ 否

6 1-3 内壁 （木毛版） 27.3 A2 B2 Ⅱ 否

7 2-1 内壁 15㎜ 8.3 A1 B1 Ⅰ 否

8 2-2 内壁 ― 33.6 A2 B2 Ⅱ 否

9 2-3 内壁 15mm 5.2 A1 B1 Ⅰ 否

10 3-1 内壁 30mm 3.6 A1 B1 Ⅰ 否

11 3-2 内壁 ― 27.1 A2 B2 Ⅱ 否

12 3-3 内壁 ― 27.8 A2 B2 Ⅱ 否

13 4-1 内壁 35mm 0.0 A1 B1 Ⅰ 否

14 4-2 内壁 ― 24.6 A2 B2 Ⅱ 否

15 4-3 内壁 20㎜ 0.0 A1 B1 Ⅰ 否

鎌倉市庁舎本庁舎における中性化測定値及び中性化速度による区分の分類は下記の通り。尚、判定基

準は次ページに示す。

中性化深度測定値による分類

鉄筋のコンクリートかぶり厚さ ＝ 30.0mmを採用

中性化速度による分類

診断に基づく劣化度区分と補修の要否判定

№
供試
体
№

築
年
数

モルタル
仕 上 げ
厚 さ

判定基準の分類

中性化
深 度

中 性 化
平均深度

中 性 化
予測深さ

鉄 筋 の
かぶり厚さ

２階 25.5

１階

測定値 ＜ 15.0mmA1

A2

A3

３階

４階

15.0mm ≦ 測定値 ＜ 30.0mm

30.0mm ≦ 測定値

屋 内屋外・土に接する部分

否

要

劣化度の区分

Ⅰ

A1かつB3、A2かつB2Ⅱ

否

地下
１階

47 30.0

補修の
要 否
判 定

B3

中性化
速 度

劣化度

B1

B2

「コア」
採取場所

測定値 ＜ 12.7mm

12.7㎜ ≦ 測定値 ＜ 38.2㎜

測定値 ＜ 21.0mm

21.0mm ≦ 測定値 ＜ 50.0mm

50.0mm ≦ 測定値

38.2㎜ ≦ 測定値

補修の要否区 分 の 基 準

Ⅲ A2かつB3、A3かつB1、A3かつB2、A3かつB3

A1かつB1、A1かつB2、A2かつB1
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4-3-3．コンクリート中性化今後の進行予測及び考察

現状において、コンクリート中性化の進行には重篤な問題は無いとしたが、今後を見据え、築60

年、65年の中性化進行状況を予測した。

築60年の予測では、一部で劣化度「Ⅲ」、修繕の要否判定が「要」を示した。築65年の予測で

は、劣化度「Ⅲ」、修繕要否判定も「要」の判定が多数出現する。しかし、いずれの予測も屋内の限

られた範囲での結果であり、さほど重篤な状況ではないと判断できる。

中性化が進行してもコンクリート強度の低下はには至らないため、建物の耐震性能には何ら問題は

ない。しかし、中性化の進行は内部鉄筋の発錆を促し、コンクリート自体の爆裂を誘発するこで、躯

体の断面欠損となり耐震性能は低下する。今後、当該部位では目視観測が重要と考える。

尚、対応策として、中性化進行抑制材の含浸又は、鉄筋防錆材の含浸等が挙げられるが、建築物に

おいては仕上げ材等の関係も有り、施工事例は皆無である。

■ 中性化深度予測式

「√ｔ則」を用い検討を行う。炭酸化が定常状態で炭酸ガスのコンクリート中への拡散によって生じる

と仮定すると、中性化深度Ｃは、経過時間ｔの平方根に比例するという式である。

√ｔ則 Ｃ ；中性化深度（㎜）

Ａ ；中性化速度係数（㎜√年）

ｔ ；経過年数（年）

■ 中性化速度係数（Ａ）の算出

今回採取した「コア」において、モルタル仕上げが無い部位における中性化平均深度の平均値から当該

建物の中性化速度係数を求める。

Ｃ＝ Ａ√ｔ

中性化速度係数Ａ＝ Ｃ/√ｔ

＝ 29.0㎜/√47

＝ 4.23㎜√年

■ 築60年時の中性化深度を予測する

Ｃ＝ Ａ√ｔ ｔ＝ 60－47

＝ 4.23㎜√年×√13年 ＝ 13

≒ 15.3㎜

■ 築65年時の中性化深度を予測する

Ｃ＝ Ａ√ｔ ｔ＝ 65－47

＝ 4.23㎜√年×√18年 ＝ 18

≒ 17.9㎜

Ｃ＝Ａ√ｔ

竣工後60年、65年の中性化進行予測

中性化深度の平均値

中性化
予 測
深 度

中性化
実測値

中性化
予 測
深 度

中性化
進 行
予測値

中 性 化
進行予測
深 度

中性化
予 測
深 度

中性化
進 行
予測値

中 性 化
進行予測
深 度

（㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜）

1-2 内壁 33.9 49.2 Ⅲ 要 51.8 Ⅲ 要

1-3 内壁 27.3 42.6 Ⅱ 否 45.2 Ⅲ 要

2-2 内壁 33.6 48.9 Ⅲ 要 51.5 Ⅲ 要

3-2 内壁 27.1 42.4 Ⅱ 否 45.0 Ⅱ 否

3-3 内壁 27.8 43.1 Ⅱ 否 45.7 Ⅲ 要

4-2 内壁 24.6 39.9 Ⅱ 否 42.5 Ⅱ 否

※ ・中性化予測値 ；岸谷式により算出した値

 ・中性化進行予測値；「√Ａ則」により算出した今後の中性化予測深度の値

 ・中性化予測深度 ；現時点の中性化実測値に中性化進行予測値を加算した値

修繕の
要 否
判 定

25.5 28.8 15.3

築 ６５ 年

平成４６（2034）年

予 測
劣化度

修繕の
要 否
判 定

30.0 17.9

現在（築４７年）

平成２８（2016）年

部
位

試
験
体
№

築 ６０ 年

平成４１（2029）年

予 測
劣化度

（㎜） （㎜） （年）

1-2 33.9

1-3 27.3

2-2 33.6

3-2 27.1

3-3 27.8

4-2 24.6

29.0 47

試験体
№

中性化深度

経 過
年 数

「コア」
の

中 性 化
平均深度

平 均
深 度
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4-3-4．コンクリート化粧打放し部の中性化今後の進行予測及び考察

外部柱、梁のコンクリート化粧打放し面の中性化試験は、平成元（1989）年に実施されている。

竣工後20年の調査である。その記録を基に現在、築60年、65年の状況を予測した。

当該コンクリート化粧打放し面は10㎜のコンクリート増し打ちを行い、標準的な鉄筋かぶり厚さ

を増加、さらに透明シリコン樹脂を含浸させるなど中性化抑制策が施工されていた。

結果として、築65年経過においても劣化度「Ⅱ」、修繕要否判定「否」であり重篤な不具合は懸

念されない。

しかし、シリコン樹脂の耐用年数は10年程度である。竣工後37年となる平成18（2006）年に

当該建物は初めて外壁改修が実施され、コンクリート化粧打放し面にはフッ素樹脂塗装が上塗り再施

工された。化粧打放し面は、塗装皮膜の効果が無い状態で長期間放置されていたことになる。尚、フ

ッ素樹脂塗装の耐用年数は20年程度とされている。以上より今後の経過観察が重要と判断する。

■ 中性化進行の予測

「岸谷式」水セメント比60％以下の場合の計算式により算出する。

t；経過年数（年）

x；水セメント比（％）

C；中性化予測深さ（㎝）

R；中性化比率（1.0を採用）

20

7.2

Ｃ≒ 1.67㎝ ＝16.7㎜ …中性化予測深度

■ 中性化震度予測式「√ｔ則」より中性化速度計数を求める

Ｃ＝ Ａ√ｔ Ｃ ；中性化深度（㎜）

中性化速度係数Ａ＝ Ｃ/√ｔ Ａ ；中性化速度係数（㎜√年）

＝ 13.3㎜/√20 ｔ ；経過年数（年）

＝ 2.97㎜√年

■ 築47年（現在）の中性化深度を予測する

Ｃ＝ Ａ√ｔ ｔ＝ 47－20

＝ 2.97㎜√年×√27年 ＝ 27

≒ 15.4㎜

■ 築60年時の中性化深度を予測する

Ｃ＝ Ａ√ｔ ｔ＝ 60－20

＝ 2.97㎜√年×√40年 ＝ 40

≒ 18.8㎜

■ 築65年時の中性化深度を予測する

Ｃ＝ Ａ√ｔ ｔ＝ 65－20

＝ 2.97㎜√年×√45年 ＝ 45

≒ 19.9㎜

×Ｃ2

1.0＝骨材は川砂・川砂利、普通ポルトランドセメント
 使用、減水剤等混和剤の使用なしの場合。

20年＝

ｔ＝
7.2

Ｒ2（4.6x-1.76）2

Ｃ
2
＝

7.2
×Ｃ2

1.02（4.6x-1.76）2

現在、竣工後60年、65年の中性化進行予測

中性化深度の平均値

中性化
予 測
深 度

中性化

実測値

中性化
予 測
深 度

中性化
進 行
予測値

中性化
進 行
予 測
深 度

中性化
予 測
深 度

中性化
進 行
予測値

中性化
進 行
予 測
深 度

中性化
予 測
深 度

中性化
進 行
予測値

中性化
進 行
予 測
深 度

階 部位 （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜）

1 西側柱 11.0 26.4 Ⅱ 否 29.8 Ⅱ 否 30.9 Ⅱ 否

2 西側柱 19.0 34.4 Ⅱ 否 37.8 Ⅱ 否 38.9 Ⅱ 否

3 南側柱 10.0 25.4 Ⅱ 否 28.8 Ⅱ 否 29.9 Ⅱ 否

※ ・中性化予測値 ；岸谷式により算出した値

 ・中性化進行予測値；「√Ａ則」により算出した今後の中性化予測深度の値

 ・中性化予測深度 ；平成元年の中性化実測値に中性化進行予測値を加算した値

測定場所
供
試
体
№

1 25.5

劣
化
度

補修の
要 否
判 定

劣
化
度

補修の
要 否
判 定

16.7 28.8 30.018.8 19.9

築 ２０ 年

平成元（1989）年

15.4

築 ６５ 年

平成４６（2034）年

劣
化
度

補修の
要 否
判 定

平成４１（2029）年

築 ６０ 年現在（築４７年）

平成２８（2016）年

（㎜） （㎜） （年）

1 11.0

2 19.0

3 10.0

13.3 20

試験体
№

中性化深度

経 過
年 数

「コア」
の

中 性 化
平均深度

平 均
深 度
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